157 


NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Express 5800 /R110c-1 


八ードウエア編 

本装置の八ードウエアじついて説明します。 



各部の名称と機能 （1 日8ページ） 

本体のを部のを称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （174 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの搭載手順、コネクタへの接続につい 
て説明しています。 


基本的な操作 （188 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などじついて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （198 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) に日2ぺージ） 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設を方まについて説明しています。ま 
た、このユーティリティで設定したパラメータが保存されている内部メモリ 
( CMOS メモリ ） のクリア方法およびマザーボードの割り込みの設定についても 
説明しています。 

リセットとクリア （282 ページ） 

システムのリセ、ソト方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説 
明します。 

RAID システムのコンフィグレーション （286 ぺージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方まじついて説明しています。 


ON し 510_01 4_05-R 11 0c 1 -000-02-1 009 
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各部のを称 I と機能 

本体のを部のを称を夕じ示します。 


本巧前面 


<フ□ントべゼルを取り付けた状態> 
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(15)-0 (16) 






(15)-7 (16) 


<フロントべゼルを取り外した状態> 
3.已型八ードディスクドライブモデル 



<フ□ントべゼルを取りがした状態> 

2.已型八ードディスクドライブモデル （A- ドディスクドライブ6台モデル/ DVD-ROM ドライブ実装) 



<フ□ントべゼルを取りがした状態> 

2.已型八ードディスクドライブモデル（八ードディスクドライブ8台モデル) 


(8) (9) (3) (5)-1(6)(10) (11) 
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(1) フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護ず力 
バー。添がのセ丰ュリティ丰一で□ックすること 
ができる（一188ページ)。 

(2) キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセ丰ュリティ 
キーの差し n 。 

(3) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する （170 ペー 
ジ)。 

(4) D 旧 K アクセスランプ（緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八 ー ドディスクドライブや光ディスクドラ 
イブにアクセス時に緑色に点灯する。 

RAID コント□ーラを使用する時は、内蔵八ード 
ディスクドライブのうち、いずれか1つでも故障 
するとアンバー色に点灯し、リビルド中は点滅す 
る （172 ページ)。 

(日） ACT/UNK ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する （172 ページ)。 

(6) UID (ユニット ID ) ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯または点滅 
する （172 ページ)。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプ （170 ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯ずる。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点滅する。 

(8) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネクタ (-183 
ページ)。 

(9) USB コネクタ 

USB インターフェースに対応している機器と接統 
する（一183ページ)。 

(10) リセットスイッチ 

押ずとリセットを実行ずる。通常は使用しない。 


(11) UID (ユニットの) スイッチ 

UID ランプを 0 N /0 FR こするスイ、ソチ。スイ、ソチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
すと消灯ずる（^172ぺージ)。 

(12) POWER スイッチ 

電源を ON / OFF するスイッチト190、195ペー 
シ')。 一度押すと POWER ランプが点灯し、 ON の 
状態になる。もう一度押すと電源を OFF にする 
(ランプは消灯ずる）。4秒 J ：_ i 上押し続けると強制 
的にシャットダウンする。スリープ機能を持つ 
0 S では、スリープスイ、ソチとして使用すること 
もできる（一170ぺージ）。スリー プモー ド（ス 
リープ）で動作している間は点滅する（対応して 
いる 0 S でのみ動作する）。 

(13) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押ずとメモリダンプを実行する。通常は使用しな 
い。 

(14) 光ディスクドライブ(オプション） 

本装置では、 DVD - ROM ドライブ、 DVDSuper - 
MULTI ドライブはオプション（一211ページ)。 

(14)-1 ディスクアクセスランプ 
(14)-2 トレーイジェクトボタン 
(14)-3 強制イジェクトホール 

(1 己)八ードディスクドライブベイ 

[3.5 型八ードディスクドライブモデル] 

最大4台まで搭載可能に02ページ)。括弧数字の 
後の数字はチャネル番号を示す。 

に.5型八ードディスクドライブモデル] 

標準は6台、最大8台まで搭載可能に02ページ)。 
括弧数字の後の数字はチャネル番号を示す。 

標準構成ではすべてのベイにダミートレーが搭載 
されてし'^る。 

(16)0旧1<ランプ（緑色/アンパ’一色） 

ハードディスクドライブにあるランプ。ハード 
ディスクドライブにアクセス時に緑色に点灯す 

RAID コント□ーラを使用する時は、内蔵八ード 
ディスクドライブが故障ずるとアンバー色に点灯 
し、リビルド中は緑色とアンバーに点滅する。 
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軍 


□ 


盟距距距距盟距距距目 


(4) (5)-2 (6) 

に‘） （3) (4) (5)-1 (6:1 / / / fi 3) (14)-1 



(14)-2 



本付:背面 



( 10)-1 ( 10)-2 



(4)(11)(12) 


<冗長電源モデル> 


(4) (5)-2 (6) 



(1) 電源コネクタ 

AC コードを接続するコネクタ（一183ページ)。 

(2) マウスコネクタ 

PS /2 対応のマウスを接続するコネクタ（一183 
ページ)。 

(3) シリアルポート B(COM B ) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続する 
(一183ページ)。 

(4) UNK / ACT ランプ（緑色） 

ネットワークポートが接続している八ブなどのデ 
バイスとリンクしているときに緑色に点灯し、ア 
クティブな状態にあるときに緑色に点滅ずる（一 
172ページ)。 

(已） LAN コネクタ 

1 000 BASE - T /100 BASE - TX /1 CBASE-T と接続 
するコネクタ（一183ページ）。 LAN 上のネット 
ワークシステムと接続する。末尾の数字はポート 
番号を示す。 

* OS 上のポート番号と一致しない場合がありま 
す。 

(巨） SPEED ランプ (1000/1 00/10ランプ） 

LAN の転送速度を示すランプ（一172ページ)。 

(7) キーボードコネクタ 

ド$/2対応のキーボードを接続するコネクタ 
183ページ)。 

(8) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネクタ（一183 
ページ）。 


(9) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。 

(10) USB コネクタ 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する（一183ぺージ')。 

(11) マネージメント専用 LAN コネクタ 

1 00 BASE - TX /10 BASE - T と接続するマネージメ 
ント専用 L のコネクタ（一183ページ)。 

(12) SPEED ランプ (1 00/10ランプ） 

マネージメント専用 LAN の転送速度を示すランプ 
(一172ページ)。 

(13) UID スイッチ/ランプ（青） 

UID ランプを 0 N /0 FR こずるスイ、 ソチ。 スイ、ソチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
すと消灯する（^172ぺージ)。 

導通のない細い棒で押してください。 

(14) PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□、ソト。 
(14)-1 □ープ□ファイル PCI ボード 

(14) -2 □—プ□ファイル PCI ボード 

(1 己 ) AC POWER ランプ 

本体装置の電源を ON ( DC 電源を本体に供給）す 
ると、緑色に点灯する（^172ぺージ)。 

(15) -1 POWER ユニット# 1のランプ 
(15)-2 POWER ユニット #2のランプ 
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本巧巧部 


3.日型八ードディスクドライブモデル（標準構成の場合) 



(1) 光ディスクドライブ（オプション） 

(2) フ□ントパネルボード 

(3) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(4) バックプレーンボード 

(己）冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 


(6) 電源ユニット 

(7) DIMM 

(8) ヒートシンク 

(9) マザーボード 

(10) PCI ライザーカード 

(11) プルアウトタグ 
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3-日型八ードディスクドライブモデル（冗長フアン構成の場合) 


(3)-0 


(5)-8 

(5)-11 


(5)-7 巧)-6 (5)-5 


(10) (9) (8) 


巧)-に 



が-3 
(5)-4 


(3)-2 


(3)-3 


(1) 光ディスクドライブ（オプション） 

(2) フ□ントパネルボード 

(3) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(4) バックプレーンボード 

(日）冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 


(目）電源ユニット 

(7) DIMM 

(8) ヒートシンク 

(9) マザーボード 

(10) PCI ライザーカード 

(11) プルアウトタグ 
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2-5 型八ードディスクドライブモデル（標準構成/八 ードディスクドライブ6台) 



(1) 光ディスクドライブ（オプション） 

(2) フ□ントパネルボード 

(3) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(4) バックプレーンボード 

(日）冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
ず） 


(6) 電源ユニット 

(7) DIMM 

(8) ヒートシンク 

(9) マザーボード 

(10) PCI ライザーカード 

(11) プルアウトタグ 
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2. 日型八ードディスクドライブモデル（冗長フアン構成/八ードディスクドライブ6台) 



(1) 光ディスクドライブ（オプション） （目）電源ユニット 


(2) フ□ントパネルボード 

(3) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示ず）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(4) バックプレーンボード 

(己）冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 


(7) DIMM 

(8) ヒートシンク 

(9) マザーボード 

(10) PCI ライザーカード 

(11) プルアウトタグ 
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2-5 型八ードディスクドライブモデル（標準構成/八 ードディスクドライブ8台) 



(1) フ□ントパネルボード 

(2) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(3) バックプレーンボード 

(4) 冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
ず） 


(己）電源ユニット 

(6) DIMM 

(7) ヒートシンク 

(8) マザーボード 

(9) PCI ライザーカード 

(10) プルアウトタグ 
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2. 日型八ードディスクドライブモデル（冗長フアン構成/八ードディスクドライブ8台) 


(9) (8) (7) 



(1) フ□ントパネルボード 

(2) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示ず）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(3) バックプレーンボード 

(4) 冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
ず） 


(己）電源ユニット 

(目 ） DIMM 

(7) ヒートシンク 

(8) マザーボード 

(9) PCI ライザーカード 

(10) プルアウトタグ 








168 各部のを称と機能 


電源コネクタ 

(1)-1 電源コネクタ8ピン 
(1)-2 電源コネクタ24ピン 
(1)-3 電源コネクタ5ピン 

DIMM ソケット 

(上か52、4, 6，1、3,已） 

プ□セッサソケット 

リチウムバッテリ 

冗長ファン切り替えジャンパ 

設定については251ページを参照してください。 

パスワードクリアジャンパ 

設定については283ページを参照してください。 

バックパネルボード接続コネクタ 
SATA RAID ジャンパ 
PSU ジャンパ 


(10) スピーカ 

(1 1 ) Mini - SAS コネクタ 

(12) SATA コネクタ 

(13) フ□ントパネルボード接続コネクタ 

(14) フ□ント USB コネクタ 
(1 己） CMOS クリアジャンパ 

(16) フ□ント VGA コネクタ 

(17) シリアルポート A コネクタ 

(18) PCI ライザーカードス□ット 

(19) が部接続コネクタ/外部か5の操作スイッチ 



\—/ 

I— 

/(\ 


x—/ \—/ \—/ \—/ \—/ \—/ Xu/ Xu/ 

2 34己 巨 7 8 9 
/1\ /(\ /(\ /(\ /(\ /1\ r\ r\ 
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ツクプレーンボー 


3.5 型八ードデイスクドライブモデル用 

(5)-5 (5)-6 



2.5 型八ードデイスクドライブモデル用 



(1) SATA / SAS コネクタ 

(末尾の数字はコネクタ番号を示ず） 

(2) HDD コネクタ 

(3) 電源コネクタ 

(4) DVD - ROM ドライブ用電源コネクタ 
(己）システムフアンコネクタ 

(末尾の数字はフアン番号を示ず） 
(コネクタ2、4、10は冗長フアン接続時 
に使用） 

(目） SGPI 01 コネクタ 

(7) マザーボード接続コネクタ 

(8) フ□ントパネルボード接続用コネクタ 

(9) SGPI 02 つネクタ 

(10) SW RAID ジャンパ 
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ランプ表示 


本体前面には8つ、背面には3つのランプがあります。ランプの表示とその意□ホは次のとおり 
です。 

POWER ランプ（ネ） 

本体前面に1個あります。本体の電源が ON の間、ランプが緑色に点なしています。 

省電力機能をサポートしている 0 S で、省電カモードに切り替えるとランプが点滅します。 


STATUS ランプ (A) 

本体前面にあります。八ードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点な 
します。 STATUS ランプが消灯しているときや、緑色に点滅、またはアンバー色に点な/点 
滅しているときは八ードウエアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□ホ、対処方法を示します。 


W -0 • ESMPR 0 やオフライン保守ユーティリティ等を使ってシステムイベン 

置3 卜□グ （ SEL ) を参照することで故障の原因を確認することがでをま 

す。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S か5シャットダウン 
処理びできる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びできない場台はリセット、強制電源 OFF をずるか 
(282 ページ参照)、一度電源コードを巧き差しして再起動させてくださ 
し、。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常(こ動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

目 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているメ 
モリを確認後、早急にを換すること 
をお勤めします。 

CPU エラーをお化した状態で動作し 
ています。 

目10 S セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って CPU の状態を確 
認後、早急(こ交換することをお勧め 
します。 

消な 

電源が OFF (こなっている。 

電源を ON にしてください。 

消灯 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しば6<すると緑色に点火了 
します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFF (こして、電源を 
ON (こし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメ 、ソ セージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社し連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常をお化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
を発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが橫化 
された。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

PCI バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンバー色(こ点な 

温度異常をお化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケーブルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでち表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

電圧異常を橫化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

アンバー色(こ点滅 

ファンアラームを横化した。 

内部ファンのケーブルが確実に接続 
されていることを確認してくださ 
し、それでも表示が変わ6ない場合 
は、保守サービス会社(こ連絡して< 
ださい。 

温度警告をお化した。 

内部のファン(こホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケーブルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

電圧警告をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

八ードディスクドライブが故障し 
た。 

八ードディスクドライブを交換して 
ください。 
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DISK アクセスランプけ） 

本体前面にあります。 DISK アクセスランプは本体内部の八ードディスクドライブや光ディス 
クドライブじアクセスしているときに点なします。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフ□、ソピーディスクドライブと光ディスクドライブのアクセスランプは、そ 
れぞれにセツトされているディスク、 CD - ROM または DVD - ROM にアクセスしているときに 
点灯します。 


UID (ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面じを1個あります。本体前面または背面にある UID スイッチを押すと点灯し、 
もう一度押すと消なします。ソフトウエアからのコマンドを受信したときは点滅で表示しま 
す。複数台の装置がラックに搭載された中から特定の装置を識別したいときなどに使用する 
ことができます。特にラック背面からのメンテナンスのときは、このランプを点なさせてお 
くと、対象装置を闇違えずに作業することができます。 


UNK / ACT ランプ（品1、品 2) 

本体前面と背面 （ LAN コネクタ部分）じを1個あります。本体標準装備のネットワークポー 
卜の状態を表示します。本体と八ブに電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場 
合に点灯します （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っているときに点滅します 
( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
磕認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント□一 
ラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡し 
てください。 


SPEED ランプ（1000/100/10ランプ） 

本体背面の LAN コネクタ部分じを1個あります。本体標準装備のネットワークポートの通信 
モードが1000目 ASE - T か、 100 BASE - TX . 10 BASE - T のどちらのネットワークインタ 
フエースで動作されているかを示します。アンパー色に点なしているときは1000目 ASE-T 
で、緑色に点なしているときは100 BASE - TX で動作されていることを示します。消なしてい 
るときは、 10 BASE - T で動作していることを示します。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニットには 、 AC POWER ランプがあります。 AC インレットに電源コード 
を接続し、本体装置の電源を ON ( DC 電源を本体に供給）すると、ランプが緑色に点なしま 
す。本体装置の電源を ON にしてもランプが点なしない場合は、電源ユニットの故障が考えら 
れます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットの交換を実施してください。 
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Disk ランプ 


八ードディスクドライブベイに八ードディスクドライブを3台取りがけることができます。 
搭載するホ、ソトプラグ対応の八ードディスクドライブにはランプが1つ付いています。その表 
示と機能は次のとおりです。 


2.5 型八ードデイスクドライブモデル 


3.日型八ードデイスクドライブモデル 



Disk ランプ 


Disk ランプ 


• 緑色に点滅 

緑色点滅でディスクへのアクセスが行われていることを示します。 

• アンバー色に点な 

八ードディスクドライブが故障していることを示します。 

RAID システムで論理ドライブ （ RAID 1、 RAIDS . RAID 6、 RAID 10 、RAID 50) 



を構成している場合は、1台 （ RAID 6 は2台）のハードディスクドライブが故障 
しても運用を続けることができます。しかし、早急にハードディスクドライブ 
を交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勸めします（ハードディスク 
ドライブの交換はホットスワップで行います）。 


• 緑色とアンパ’一色で点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。 RAID システムでは、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的に 
データのリビルドを行いますけートリビルド機能）。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点なします。 

W "0 リビルド中に本体の電源を OFF にずると、リビルドは中断されます。再起動し 
てか5八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルド 


をやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用ずるときは次のま 
意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にすると才ートリ 
ビルドは起動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90秒 m 上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は曰 A 規格に適合したラックに設置して使用します。 

ラックへの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD の中 
にもオンラインド车ュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお間 
い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 指定 m がの場所に設置しない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を^:、ずお守りください。乂傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 1人で部品の取り付けをしない • ラック用ドアのヒンジのピンを確認ずる 

• 荷重び集中してしまうような設置はしない 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


次に示す条件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これらの場所 
にラックを設置したり、ラックに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのお<)。 
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• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお 
くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください）。 

• 本体の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

本体をラックに取りがける手順を U 下に示します。取り外し手順については、取り付け手順 

の後で説明しています。 



警告 


瓜 (S) 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規定がのラックで使用しない 

• 指定 m がの場所で使用しない 


座を意 

A A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

/以 \ / ♦ \ 

• ぞ下ま音 

• 装置を引き出したが態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

Q 



ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、 
ラック内部の温度び各装置か5発ずる熱によって上昇し、動作保証温度 (10 
で〜3己で）を超え、誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中にラック 
内部の温度び保障節囲を超えないよラにラック内部、および室内のエアフ□一 
について十分な検討と対策をしてください。 
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取り付け手順 


本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 

• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のためじ、工場 
出!荷時にスライドレールは左ちともに 
背面側と側面がテープで固をされてい 
ます。ラックへ取りがける前に、テー 
プをはがして < ださい。 


• レールアセンブリの取り外し 

本体左ちに取り付けられているスライ 
ド式のレールアセンブリを取り外しま 
す。 


本体前面にある□ック解除ボタンを押 
しながら、レールアセンブリを持って 
ゆっくりと装置後方へスライドさせて 
ください。 





が解除できます。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態になります。 




• 取りがしたレールアセンブリは、この後の手順（レールアセンブリの取 
り付け）で使用します。 

• レールに指を挟まないよう十分ま意してください。 
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• レールアセンブリの取り付け 

取り外したレールアセンブリをラック 
へ取り付けます。 

レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラックの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチ、ソ」と音がして、 
□ックされたことを磕認してくださ 
い。 

ち図はち側（前面）を示していますが、 
ち側（背面）、左側（前面/背面）ち同 
様に取りがけてください。 

もう一方のレールを取りがける時、す 
でに取りがけているレールアセンブリ 
と同じ高さに取りがけることを磕認し 
てください。 




前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


レールアセンブリが確実に□ックされて脱落しないことを確認してください。 
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• 本体の取り付け 


金を意 


AQ 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 


1 . 左ちのレールアセンブリのスライ 
ドレール（ベアリング部）を手前 
に引さ出す。 


2. 2人(上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

左ちのレールアセンブリじ本装置 
側面のインナーレールを痛実に差 
し込んでからゆつくりと静かに押 
し込みます。 


完全じ装置を押し) A むと装置前面 
の□ックがかかり、装置を固をで 
きます。 



レール アセンブリ 



• レールに指を挟まないよう十分ま意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつずぐ挿入してください。 

• 設置時は、左ちのツマミを持ってゆっくりと確認しなび5取り付けてく 
ださい。 



初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに強い 
摩擦を感じることがありますが、製品にす障はありません。 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


✓ ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と本装置の 
巨云の 塵体が干渉していないことを確認してください。もし干渉している場合は、他装 
置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り付け直してください。 
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• フ□ントべゼルの取り付け 

フ□ントべゼルの左端のタブを本体のフレームに引っかけるようにしながら取り付けま 
す。（例として 2.5 型八ードディスクドライブモデルを示します。） 


タブ 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは1人でもできますが、なるべく複数 
さ)で行うことをお勤めします。 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ似降の説 

AA 

明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

Q 

参 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

参 

落下ま意 

• 

装置を引き出した状態にしない 


• 

複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


参 

動作中に装置をラックか5引を出さない 


1 . 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 

2. セキュリティ□ックを解除してフ□ントべゼ j レを取り外す。 

(例として 2.5 型八ードディスクドライブモデルを示します。） 



3. 本装置前面の左ちにある□ツク解 
除ボタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 



ボタンを押すと□ック 
が解除できます。 
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4. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 


• 複数名で装置の底面を支えなび5ゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引を出した状態で、引を出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置び落下ずるおそれがあり、危険です。 

• レールに指を挟まないよう十分を意してください。 


日.レールアセンブリをラックから取 
り外す場合はレノ く一を押しながら 
レールを矢印方向に引して外して 
<ださい。 
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複数のレールアセンブリを取り付けた場合、ロック解除するためのレバーを手 
で押せないことがあります。このときは、本装置に添付のスライドレール（ア 
ウターレール）取り外し工具でロックを解除し、レールアセンブリを取り外し 
てくださし、。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体にはさまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次ページの図は標 
準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続してから 
添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントじつなげます。 


prO 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、ヴーバスイッチユニットへの接続•設定などシステム構成に関ずる要求び 
ございました5、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知5せ < ださい。 



警告 


A A 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定似がのコンセントに差し込まない 

A \ A \ 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定似がの電源コードを使わない 


参 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしな 
い 

指定似がのインタフェースケーブルを使用しない 


参 
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3.已型八ードディスクドライブモデル 



前面 


日日◎簡 ◎ = □□]□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ [□□□□□□□□□□□□□□□□□□] 

cjc _ n - n _ D_ ： )f_3l H c T ~rr — ~n ) ex_n — zn_x_3jf_D[ h 

^ ^ n 11 ' 婚 地 ^ ^ ! l I ! ' < - M i!1 個 


2 .已型八ードディスクドライブモデル 


ディスプレイ装置 





前面 


戸お! § loS ®© 






^ 。二 1 


= ミミミミミ II L 


00000000 0000 1 1 1 || 口 | ■ II 
00000000 0000 1 1 1 II 1 

ミミミミミミミミミミミミ II L II 。 卜 

® □□□□□□□□□□ 1 1 1 1 □□□□□[ 

iei。®[U 

= ミミミミミ II L 

。 III 

00000000 0000 1 1 1 II 口 1 I 
00000000 0000 Ml II 1 

II L 11°1 
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キーボード 


USB 機器 


LAN 上のネットワーク 
システム（八ブ（マル 
チポートリピータ）を 
介して接続されます） 


ディスプレイ装置 


冗長電源モデル 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS に接続する場合は 
次ページの説明を参照。 




マウス 


シリアルインタ 
フェース機器 


…… ^ 



I 

品 


LAN 上のネットワークシステム 
(八ブ（マルチポートリピータ） 
を介して接続されます） 

(管理専用） 



が冗長電源モデル 


最後に添がの電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS に接続する場合は 
次ページの説明を参照。 


マウス 


シリアルインタ 
フェース機器 



LAN 上のネットワークシステム 
(八ブ（マルチポートリピータ) 
を介して接続されます） 

(管理専用） 



面 

背 



ディスプレイ装置 
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o @@ 


例）背面 USB ポートに DVD-ROM ドライブを接統ずる場合 



本ポートには他の USB 機器は接続しないでください。 


外部 USB 機器のご使用について 

本装置に外付け USB DVD - ROM ドライブを接続する場台は、フ□ントおよび 
リアの隣接する USB ポートに他の機器を接続しないでください。 

※下図の枠で囲ったポートび「隣接する USB ポート」でず。 


前面の USB コネクタ 背面の USB コネクタ 


□ 口 SSC 

B 

□UJUJlu 

§〕□呂。 

ち目 □ 。 
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• 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフエースケーブルを接続ずる場 
をは、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用できることを 
あ5かじめ確認してください。ヴードパーティの装置の中には本装置で 
使用でをないものびあります。 

• SCSI 機器は、オプションの SCSI コント□—ラを搭載すると接続するこ 
とびできます。 SCSI 機器内部の接続ケーブルを含め、ケーブルの全長 
び 3 miy 内になるようにしてください。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
サービス ( HTTPS ) を使用する場台は、 NEC フィールディングに相談し 
て < ださい。 

• 回線に接続する場合は、設定機関に申請済みのボードを使用してください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを 
巧くときは、コネクタのツメび手では}甲しにくくなつているため、マイ 
ナスドライバなどを使用してツメを巧して巧いてください。その際に、 
マイナスドライバなどび LAN やその他のポートを破損しないよう十分に 
ま意してください。 


周辺機器を接続した後は、ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後、ケーブル 
タイなどでケーブルが絡まないように束ねてください。 


W "0 ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラフォー 
BE ミングして<ださい。 


本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある化カコン 
セントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 


<例> 


コンピュータインターフェースポート (COM) 



本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体の ON / OFF を連動(リ 
ンク)させるためじ BIOS の設定変更が必要となる場合があります。 

目 IOS セットアップユーティリティの 「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 を選択し、適切なパラメータ 
値に変更してください。詳しくは271ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの巧り付け • 巧りかし 


フ□ントべゼルを取りがけ、添付のセキュリティ车一で□ックすることじより本体前面の機 
器やスイ、ソチ類へのアクセスを保護することができます。 

ラックに搭載した本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、光ディスクドライ 
ブを取り扱うときにフ□ントべゼルを取り外します（卓上に設置した場合は、フ□ントべゼ 
ルを取りがけることはできません)。 


フ□ントべゼルは、添付のセキユリテイキーで□ックを解除しないと開けるこ 
とびでをません。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し么み、キーをフ□ントべゼル側に軽 
く押しながら回して□ックを解除する。 



2. フ□ントべゼルのち端を軽く持って手前に引く。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライドさせてタブをフレームから外して本体から取り 

外す。 （例として 2.5 型八ードディスクドライブモデルを示します。） 



セ丰ュリティ丰ース□、ソト 
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フ□ン トべゼルを取りがけるときは、 フ□ン トべゼルの左端のタブを本体の フレーム じ引つか 
けるようじしながら取り付けます。取りがけた後はセキュリティのためにち车一で□ックして 
ください。（例として 2.5 型八ードディスクドライブモデルを示します。） 

タブ 






























190 基本的な操作 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態じなります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


1. フ□ツピーディスクドライブにフ□ツピーディスクをセツトしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 


無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
巨云巧] は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


3. ラックに搭載している場合でフ□ントべゼルを取り付けている場合はべゼルを取り 
外す。 

4. 本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレ 
イ装置の画面には 「 NEC □ゴ」が表示されます。 


3.已型八ードディスクドライブ 

POWER ランプ 



◎ ◎ 

◎ ◎◎ 


POWER スイ、ソチ 



[nrM^@ 国固 § ま 

〇 °©0 = an ] □□□□□□□□□□□□□□□□□□□! □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 1 


1 : t II II i 

o| : t II II i ，盾 

。| ^ ^ II II 

of :! II II t 请 0 


2.已型八ードディスクドライブ 


POWER ランプ 


f □ 口 ◎ 胃 ◎ E^^oooSOO 

=3 ]' C □口。 


POWER スイ、ソチ 



I 

=o° 0000 11 L 


J 

00000000 0000 III ||d 

1 

=0-0 II L 


II 

II L 



00000000 0000 III Iq 

00000000 0000 III 1 

II 

;= ミミミミ II1. 
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電源コードを接続するとハードウ:！:ァの初期診断を始めます（約5秒間)。初期 
診断中は POWER スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほ 
ど時間をおいてから POWER スイッチを押してください。 


「 NEC 」 □ゴを表示している間、自己彰断プ□グラム ( POST ) を実行して八ード 
ウェアの診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると 0 S が起動します。 


^ POST 中(こ異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
[f 云の 352ページを参照してください。 







192 基本的な操作 



POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュー 
ル、 CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に 
各種の目 IOS セッ ト アップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出)荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ 
装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Esc > 羊一を押す 
と、 POST の実行内容が表示されます。） 


BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニュ ー 
にある 「BooHime Diagnostic Screen 」 の設定:を 「 Enabled 」 に切り替えてくだ 
さい （262 ぺージ参照）。 


POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを磕認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメ 、ソ セージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 



层 C 



• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
て < ださい。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示ずる場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要求しているためのものでず。 

オプションの マニュ アルにある説明を確認してか5何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがしをしてか5電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあることを示 
ずメッセージを表示して POST をいったん停止することびあります。 

この場 S まく Fl > キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できまず。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、マヴーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「SETUP」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F 12> to Network 

使用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている閨じ < F 2> 羊一を押しま 
す。設を方まやパラメータの機能については、252ページを参照してください。 
SETUP を終了すると、自動的じもう一度はじめから POST を実行します。 

4. オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID™) を有効（使用 
する）に設定している場合、 RAID システムの設定や管理をするユーティリティの 
起動を促すメッセージが表示されます。 

Press く CtrL > く M > to Run LSI Logic Software RAID 
Setup UtiLity . 


ここで < Ct 「 l > + く 1\/1>丰一を押すと八ードディスクドライブの RAID を構築するための 
ユーティリティが起動します。設定値やユーティリティの詳細じついては 「 RAID シ 
ステムのコンフィグレーション」に86ページ）を参照してください。 


日.続いて本体にオプシヨンの SCSI コント□ーラボードなどの専用の BI 日 S を持ったコ 
ント□-ラを搭載している場合は、巨 IOS セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 日 ST を自 
動的に続けます)。 

く例： SCSI 巨 IOS セットアップユーティリティの場合> 

Press く CtrL >< A > for SCS I SeLect(TM ) UtiLity ! 

ここで<(：な1>丰一と < A > 丰一を押ずとユーティリティが起動します。 SCSI 機器の設 
定値やユーティリティの詳細についてはボードに添付の説明書を参照してください。 


ユーティリティを使用しなければならない例としては外付け SCSI 機器を接続した 
場合などがあります。 

6. オプシヨンボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. 巨 IOS セットアップユーティリティ 「SETUP」 でパスワードの設定をすると、 

P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動で 
きなくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間を 
あけて ON にしてください。 


0 S をインス I ルずるまではパスワードを設定しないでください。 


8. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 





194 基本的な操作 


POST のエラーメッセージ 


POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通おします。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運 
用-保守編」を参照して<ださい。 


wO 保守ヴービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 日 S のシャツトダウンをする。 

2. P 日 WER ランプが消丹したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 




196 基本的な操作 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)にすることができます。 

0 S のシャツトダウンメニューからスタンバイを選択するか、 POWER スイ、ソチの設をを電源 
オフからスタンバイに変更した場合は POWER スイ、ソチを押すとスタンバイ状態になります 
( POWER ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER スイ、ソチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 

3.已型八ードディスクドライブ 



2.已型八ードディスクドライブ 


◎ ◎◎ 〇 
◎ ◎◎ 〇 



POWER スイ、ソチ 




省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows 0 S の設をによって異なります。また、省電カモード中の動作レベル 
は 、 Windows OS の設定:に化存します。 


wO 省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さい。省電カモードか5復帰ずる際に元のが態に復帰できない場合びありま 
ず。 
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複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には 「UID (ユニット ID ) ランプ」があります。 


3.已型八ードディスクドライブ 



2.已型八ードディスクドライブ 



<装置背面> 

非冗長電源モデル 


<装置背面> 
冗長電源モデル 


IP 




UID スイ、ソチ/ランプ 


UID スイ、ソチ/ランプ 


UID (ユニット ID ) スイ、ソチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消な 
します。 

ソフトウエアからコマンドを受信した場合は点滅表示します。 


◎1 目 ) ◎ 国国 S OC 






サーパの ffi 認 （UID スイッチ) 


昌盟 


5盟口 

P 圓 

La 圓 

取盟。 

i 着 

©© 


日 


日 


ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイッチやソフトウェ 
アコマンドを使って保守する本装置を磕認してから作業をすることをお勤めします。 




























































































































198 内蔵オプションの取り付け 


内蔵オプシヨンの取り巧け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 



• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えまずび、この 
場台の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるよラお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは轉社び指定する部品を使用してください。 
指定 ly がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使つ 
てシステムをアツ ブデー トしてください （ 16ページを参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


A \ A \ 

A ® 

C 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



A A 

AA 

AO 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、川ページ降の説 
明をご覧ください。 

• ぞ下ま音 

• 装置を引き出したが態にしない 
• 中途半端に取り付けない 
• カバーをがしたまま取り付けない 
• 指を挟まない 
参高温ま意 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ-取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻きがけて<ださい。手に入らない場合は部品を触る前 
に墮体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 





200 内蔵オプシヨンの取りかけ 


取り付け/取りかしの準備 


部品の取りがけ/取り外しの作業をする前に準備をします。ラックからの取り外しは1人でち 
できますが、なるベ<複数をで行うことをお勤めします。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を(2、ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

参 

落下ま意 

• 

装置を引き出した状態にしない 


参 

カバーをがしたまま取り付けない 


参 

指を挟まない 


kO 電源コードを本体か5取りがした後、約已秒ほど待ってか5作業を続けてくだ 
さい。電源コードを取り外してか53〜4砂ほどの間、マザーボード上の部品 
は動作を続けている場合びあります。動作び完全に停止してか5作業を続けて 
<ださい。 


1 . フ□ントベセルを取り付けている場合はフ□ントベセルを取り外す （1 88ページ 
参照)。 

2. 180ぺージの「取り外し手順」を参照して本体をラックから取り外し、じようぶ 
で平らな机の上に置く。 


W -0 本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか5取りがしてくだ 
さい。 
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3. トップカバーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけて背面へ向けてスライドさせてから持ち上げてください。 




トップカバーを 取りがけるときは、 トップカバーに ある フックと 本体の フレーム にある穴を 
あわせてていねいに本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 


前面 



カバーの先端をシャーシ内 
に差し込む 


カバーの先端を シャーシ 内 
に差し込む 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取りがけ/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

3.日型 HDD モデルの場合 

本体じは、最大4台の 3.5 型八ードディスクドライブを搭載することができます。 


2.日型 HDD モデルの場合 

本体には標準で6台、最大8台の 2.5 型八ードディスクドライブを搭載することができます。 


[3 .已型八ードディスクドライブ] 


B^Sooo 〇 ©© 


[□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ \ 日日日日日日日日日日日日日日□□□日 



ス□ット0 

1台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ス □ット 1 
2台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 


ス□、ソト2 

3台目の八ードデイスク 
ドライブ用（オプション） 


ス□ット 3 

4台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


[2 .已型八ードディスクドライブ] 

( A - ドディスクドライブ6台搭載の場合) 


ス□ット0 

1台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 


ス□ット2 

3台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 


ス□ット 4 

5台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 



2台目の八ード子Vスク 4台目の八ードディスク 6台目の八ードディスク 

ドライブ用（オプション）ドライブ巧（オプション）ドライブ用（オプション) 


[2 .已型八ードディスクドライブ] 

( A - ドディスクドライブ8台搭載の場合） 

( BTO で選択した場合のみ） スロット2 

3台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 


ス□ット6 

7台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション) 



!□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 




ス□ット日 / 

1台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ス□ット1 


ス□、ソト 3 ' 

4台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 

ス□、ソト 5 


ス □、ソ ト7 
8台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


2台目の八ードディスク 6台目の八ードディスク 

ドライブ用（オプション） ドライブ用（オプション) 
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• 辭社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 
j \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障するおそれびありまず。 

• 異なるインターフェースの八ードディスクドライブを湿在して搭載ずる 
ことはでをません。 

• 搭載する八ードディスクドライブの種類によって、バックプレーンボー 
ド上のジャンノくの設定を変更ずる必要びあります。下図を参考にジャン 
パの設定を変更してください。設定び異なりまずと正しく八ードディス 
クドライブび動作しなくなりまず。 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取りがけます。 

1 . フ□ントべゼルを取り付けている場をはフ□ントべゼルを取り外す （1 88ページ 
参照)。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

3.己型八ードディスクドライブモデルの場合 

ス□、ソトは本装置に4つあります。左のス□、ソトから順に取りがけてください。 

ス□、ソト番号は202ページを参照してください。 

2.己型八ードディスクドライブモデルの場合 （6 台モデルの場合/標準） 

ス□、ソトは本装置に6つあります。左上のス□、ソトから順に取りがけてください。 

ス□、ソト番号は202ページを参照してください。 

2.己型八ードディスクドライブモデルの場を （8 台モデルの場合/オプション） 

ス□、ソトは本装置に8つあります。ス□、ソト番号は202ページを参照してください。 

3. A- ドディスクドライブベイを取り付ける場合は、ダミートレーを取り外す。 

ダミートレーは全ての八ードディスクドライブベイに入っています。 

3.5 型八ードディスクドライブ 2.5 型八ードディスクドライブ 



W -0 ダミートレーは大切に保存しておしにくださし、。 


4. ドライブキヤリアの八ンドルの □ ックを解除する。 

3. 己型八ードディスクドライブ 2.5 型八ードディスクドライブ 
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己.ドライブキヤリアと八ンドルをしっかりと持ってス□ットへ挿入する。 

3.5 型八ードディスクドライブ 2.5 型八ードディスクドライブ 



m 



• ハンドルのフックがフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってくださし、。 




八ードディスクドライブベイ0と POWER スイ、ソチはお接しています。八ード 
ディスクドライブの取りがけ/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないようにま意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


目.八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 




八ンドルとトレーに指を挟まないように注意してください。 
さ 5 にしつかり入っているか、再度}甲し込んでください。 


I チェック] 


押し込むとき(こハンドルのフックがフレームに引つかかっていることを確認 
してください。 


7. 本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「Boot」 メニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキュリティキーで□ックします。 
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取り外し 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り外します。 


Hi 


• J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏ミますることのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの 
「フオーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えますび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままのが態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に乾用されるおそれびありまず。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い台わせください。 

• 電源ケーブルを取りがずときは、次のま意を守ってください。 

- ケーブルをねじ5ない。 

- ケーブル部分を持って引っ張5ない。 

- コネクタ部分を持ってまっすぐに引き巧く。 





八ードディスクドライブが故障したためにディスクを取り外す場合は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 


3.5 型八ードディスクドライブ 



i°o 

前 

|1 C C II II )) り 

1 _ C C II II J ~ ：)] 

1 



DISK ランプ 


2.5 型八ードディスクドライブ 


で □◎爆離 因因颗 S 

LA 巧 I=IF=II=1F=II=1F=IF=II=IF=II 

f□□□□□□□□□□□□□□□□□□! 

^ I 00000000 ooooTT T In f 〇 
09 I 00000000 0000 I I I Jr I o 


D に K ランプ 


1. 2 日日ページを参照して準備をする。 

2. レバーを押して□ックを解除し、八ンドルを開く。 


八ードディスクドライブベイ1と POWER スイ、ソチはお接しています。八ード 
[1 古/ク I ディスクドライブの取りがけ/取り外しの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こミ主意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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3. 八ンドルとドライブキャリアをしっかりと持って手前に引き出す 

3.5 型八ードディスクドライブ 2.5 型八ードディスクドライブ 




4. A - ドディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ットにダミートレーを取り付ける。 

日.本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して「巨00りメニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記1意されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 



208 内蔵オプションの取りかけ 


光ディスクドライブ 

本体じは、内蔵 DVD-ROM ドライブまたは内蔵 DVD SuperMULTI ドライブのどちらかを1台 
を搭載することができます。 


取り付け 


次に示す手順で光ディスクドライブを取りがけます。 


〈3.日型八ードディスクドライブモデルの場合〉 

1 . 2日日ページを参照して準備をする。 

2. 光ディスクドライブ固定ブラケッ 
卜のネジ （1 本）を取り外し、光 
ディスクドライブカバーを取り外 
す。 



W -0 f 取りがしたネジと光ディスクドライブタ’ミートレーは大切に保存しておいて 
ください。 


3. 光ディスクドライブを取り付け 
る。 


4. 手順2で取り外した光ディスクド 
ライブ固定ブラケットをネジで取 
り付け、光ディスクドライブを固 
定する。 
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〈2.5型八 ー ドディスクドライブモデルの場合〉 


1 . 2日日ページを参照して準備をする。 

2. 前面のネジに本）と光ディスク f 

ドライブトレーを固定しているネ 
ジに本）を取り外して、光ディ 
スクドライブトレーを引を出して 
<ださい。 


3. 光ディスクドライブカバーを取り 
外してください。 



取りがしたネジと光ディスクドライブトレーは大切に保存しておいてくださ 
い。 


4. 手順2で引さ出した光ディスクド 
ライブトレーから光ディスクドラ 
イブ固定ブラケットのネジ （1 
本）を取り外して、光ディスクド 
ライブ固定ブラケットを取り外 
す。 
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己.光ディスクドライブを取り付け 
る。 



6. 光ディスクドライブ固定ブラケッ 
卜をネジ （1 本）を取り付ける。 


7. 光ディスクドライブを挿入して、 
手順2で取り外した光ディスクド 
ライブ固定ブラケットをネジで取 
り付け、光ディスクドライブを固 
疋する。 


8. 光ディスクドライブケーブルを接 
続する。 




取り外し 


光ディスクドライブの取り外しは取りがけの逆の手順で行って<ださい。 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。本装置に1台装備されている光ディスクドライブ 
には W 下のタイプがあります。 

モデルや購入時のオーダじよってじ(下のドライブが搭載されます。 

• DVD-ROM ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取りを行うための装置です。 

参 DVD Super MULTI ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取り、書き込みを行うための装置です。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 

AS ) 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 

明をご覧ください。 


光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の注意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これらのを意を無視し 
て装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれが 
ありますので必ず守ってください。 


ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 

1 . ディスクを光ディスクドライブにセツトする前に本体の電源が日 N ( P 日 WER ラン 
プが点好）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 
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4. ディスクの夕字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


日.図のよラに片方の手でトレーを持 
ちながら、もラー方の手でトレー 
の中/こ\にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 
トレーにセツトする。 




ディスクの取り化しは、ディスクをセットするときと同じようにトレーイジェクトボタンを 
押してトレーを引き化します。 

アクセスランプが点灯しているときは DVD/CD にアクセスしていることを示します。トレー 
イジェクトボタンを押す前にアクセスランプが点なしていないことを磕認してください。 


ち図のように、片方の手でトレーを持ち、 
もう一方の手でトレーの中ムにある駆動部 
分を押さえながらディスクの端を軽<つま 
み上げるようにしてトレーから取り化しま 
す。 



ディスクを取り化したらトレーを元に戻してください。 
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取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押しても DVD/CD-ROM が取り化せない場合は、次の手順に従っ 
てディスクを取り化します。 

1. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を日 FF ( P 日 WER ランプ消'打）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1日日 mm の金属製のピン（太めのゼムクリップを引き伸ば 
して代用できる）を光ディスクドライブ前面中央にある強制イジェクトホールに差 
し込んでトレーが出てくるまでゆっくりと押す。 

3.5 型八ードディスクドライブ 



□ ISISIooo § 〇〇 

口 c 

1 □□□ h 

コ aaaaaaaa 亡 

] ロロ！： 

II 

コ亡!亡!亡!己 C 

1 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 C3 1 

= 1 1 □ 口。 

1 cy. 

00000000 0000 1 1 r 

00000000 0000 1 1 1 

： y= 

00000000 〇< 

00000000 〇< 
'ィ II 

® □□□□□nnnnn 1 i i 1 □[!□□□□□□□□ ®1IJ 

00000000 0000 1 1 「 

0000000 O 0000 JJ 1 

。 n 

00000000 OC 

00000000 oc 


強制イジェクトホール 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

己.トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 
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ミち意事項 

DVD-RAM を代表とする光ディスクは簡易バックアップメディアであり、重要なデータの 
バックアップにはより信頼性の高いテープ装置等をお勧めします。 

なお、本書に記載されている推奨ディスクじ(外を使用した場合、または推奨する設置環境 W 
外で使用した場合、動作不正を起こす可能性があります。 


記録データの補償について 

本製品を使用して光ディスクに記録されたデータの補償、および光ディスクの損失につきま 
しては、弊社はいかなる責任も負いかねますので、ご了承ください。 


ディスクの取り扱いについて 

本製品にセットするディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• CD/DVD 規格に準拠しない「コピーガードがき CD/DVD」 などのディスク再生の保証は 
いたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが巧刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーの上にていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込んだりしないで 
ください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側からか側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、をディスク専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、ク 
リーナ、ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 

• を製品のユーザーズガイド(本体装置含む)に記載されている推奨ディスク（ノンプリン 
タブルディスク）を使用してください。 

• ディスクは非常にデリケートなものであり、取扱いには十分にを意してください。ユー 
ザーズガイドを参考にして、を期的にクリーニングしてください。 
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ディスクへの書き込みについて 

参データ書き込み後、データコンペアを実施ください。 

• データを書き込む際はオペレータがその都度操作するようにしてください。（無人での 
データ書き込みはしないでください） 

光ディスクドライブの取り扱いについて 

• トレーを引き化したまま放置しないでください。 

• ディスクを装着したまま放置しないでください。 

• 定期的にトレーをクリーニングしてください。ただし、スリムタイプについては、ク 
リーニングの際にレンズに触れないようを意してください。 

• 1か月に1回、 EXPRESS 目 ULDER 等のディスクの読み a みが正常に行えるかどうかを痛 
認してください。 

本体装置の設置環境について 

次に示すような場所には置かないでください。 

• ほこりの多い場所 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所 

• 直射日光が当たる場所 

• 不安定な場所 

書込み エラーについて 

本製品を使用してディスクにデータを書き a む場合に光ディスクドライブの特性上、使用す 
る環境やディスクの特性などにより書き込みエラーが発生する場合があります。 

クリーニング後も書き込みエラーが発生するディスクは、巧換してください。 
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ディスクに書き込みをする前に 

• 本製品を使用して、著作者の許可なしじ、音楽 CD およびアプリケーションを複製する 
ことは個人的に利用するなどの場合を除き、法律により禁じられています。 

• DVD-R、DVD+R、CD-R は書き込みエラーを起こすとディスクの一部または全体が扱え 
なくなることがあります。書き込みエラーによるディスクの損失を防ぐため、 U 下につ 
いてを意してください。 

- アプリケーションソフトなどメモリを大量に消費するおそれのあるプ□グラムを終 
了する。 


- スクリーンセーバを停止する。 

- ウイルスチェッカーやシステムエージェンシなどデイスクチェックを行うプ□グラ 
ムを終了する。 

- スケジューラや時計など書き a み中に起動するおそれのあるものは、起動しないよ 
うにする。 

- パワーマネージメント設をにおける省電力設をを解除する。 

- 書き込み中にアプリケーシヨンを起動しない。 

書さ込み時間または読み込み時間の変動について 


本製品は、セットしたディスクの状態をお化し、最適な書き込み速度または読み么み速度に 
調整する機能を有しているためディスクの状態により書き込みまたは読み込みが完了するま 
での時間が異なる場合があります。 
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Flash FDD 


円 ash FDD はフ□、ソピーディスクドライブと容量互換の装置です。 

Flash FDD は、本装置の US 目コネクタへ1台のみ接続巧能です。本装置にフ□、ソピーディスク 
ドライブが接続されている場合は、必ず取り外してください。 


A ミ主意 


Flash FDD の紛失-盗難等には十分ごま意ください 

A 

円 ash FDD の紛失-盗難-横領-詐取等(こより、第正者に個人情報が漏ミ曳するおそ 
れがあります。個人情報が第兰者(こ漏ミ曳したため(こ損害が生じた場合、弊社はその責 
任を負いかねますのでそめご了承ください。 


wO • Flash FDD のライトプ□テクトスイッチは、本装置へ接続ずる前の状態 
量3 が反映されます。そのため、本装置接続後にライトプ□テクトスイッチ 

を操作しても無効です。使用中にライトプ□テクトスイッチの状態を変 
要する必要びある場合は 、 Flash FDD を一旦、本装置か5取りがし、ラ 
イトプ□テクトスイッチ状態を変更してください。 

• 本装置への取り付け、取りがしの際に Flash FDD のライトプ□テクトス 

イッチを誤ってスライドさせない様にミち意してください。 


注意事項 

円 ash FDD は OS インストール時のデバイスドライバの読み込み用等の一時的な使用にとど 
め、データのバックアップ用として使用しないでください。 


記録データの補償について 

円 ash FDD に記録されたデータの補償につきましては、弊社はいかなる責任も負いかねますの 
で、ご了承ください。 
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Flash FDD の取り扱いについて 


• 円 ash FDD のアクセス LED が点滅しているときに本装置の電源を OFF にしないでくださ 
い。 

一故障、およびデータの破損の原因となります。 

• 円 ash FDD は消耗品です。 

エラーが発生した Flash FDD は使い続けず、新しい円 ash FDD を使用してください。 

• 円 ash FDD は US 巨八ブを経由しての接続は不可となります。 

本装置の US 目コネクタへ直接接続してください。 

• Flash FDD じ触れる前に、身おな金属（ドアノブやアルミサッシなど）に手を触れて、 
身体の静電気を取り除くようにしてください。 

• 分解しないでください。 

• 強い衝撃を与えないでください。 

• 直射日光や暖房器具のおくには置かないでください。 

• 飲食や喫煙をしながらの取り扱いは避けてください。また、シンナーやアルコールなど 
を付着させないようにを意してください。 

• 本装置への取りがけは、ていねいに行ってください。 

• 円 ash FDD を本装置の USB コネクタに挿入したまま移動しないでください。 

Flash FDD の故障の原因となります。 

• Flash FDD の使用後は、本装置から取り外してください。 
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DIMM 


DIMM (Dual In-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタじ取り付けます。 
マザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが6個あります。 


• DIMM は静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃びしてか 5DIMM を取り扱ってください。また、 
ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 DIMM を直接机の上に置い 
たりしないでください。静電気に巧するを意については 199 ページで詳 
しく説明しています。 

• 體社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーテイ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく本体び故障するおそれ 
があります。（これ 5 の製品が原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でち有料となりまず。） 

次に示すモデルをお買いホめくださいに 009 年 12 月現在）。 

-N8 102-361 Xeon プ□セツサーモデル用 
Registered! GB 増設メモリボード 
-N8 102-362 Xeon プ□セツサーモデル用 
Re 呂 istered2GB 増設メモリボード 
-N8 102-363 Xeon プ□セツサーモデル用 
Re 呂 istered4GB 増設メモリボード 
-N8 102-364 Xeon プ□セツサーモデル用 
Re 呂 isteredSGB 増設メモリボード 
— N 8102 -36 已 Pentium プ□セツサーモデル用 
Unbuffered 1 GB 増設メモリボード 
-N8 102-366 Pentium プ□セツサーモデル用 
Unbuffered2GB 増設メモリボード 
—N8 102-367 Pentium プ□セツサーモデル用 
Unbuffered4GB 増設メモリボード 



• Xeon プロセッサーモデルでは、メモリは Registered DIMM 最大 6 枚 32GB 
まで増設できます。 

(RegisteredSGB DIMM 搭載の場合には最大 4 枚までの増設となります） 

• Pentium プロセッサーモデルでは、メモリは Unbuffered DIMM 最大 4 枚 
16GB まで増設できます。 
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本体前面 
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増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel (2 way インタリースメモリモードを使用する場合と使用しない場 
合で増設順唐や増設単位が異なります。 



• 本装置ではメモリの Dual Channel (2way インタリーブ）メモリモードを 
サポートしています。 

DIMM#1 と #2 、 DIMM#3 と #4 、 DIMM#5 と #6 に同一容量の DIMM を搭載し 
た場合 、 Dual Channel (2way インタリーブ）メモリモードで動作しメモ 
リのデータ転送速度が早くなります。 


参 Dual Channel に way インタリーブ）メモリモードを使用しない場合 

増設はス□、ソト番号の小さい順に行ってください。 

• Dual Channel に way インタリーブ）メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

- 2枚単位で取りがけてください。 

- 取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるス□、ソトはス□、ソト1と2、3と4、5と6を一組としてくださし^。 


搭載例： Xeon モデル 
Registered DIMM 

DIMM#! 

DIMM#2 

DIMM#3 

DIMM#4 

DIMM# 己 

DIMM# 巨 

合計 

例 1 

1GB 

— 

- 

— 

— 

- 

1GB 

例 2 

1GB 

1GB 

- 

- 

— 

- 

2GB 

例 3 

2GB 

2GB 

2GB 

2GB 

2GB 

2GB 

12GB 

例 4 

4GB 

4GB 

4G 己 

4GB 

— 

— 

16GB 

例 5 

4GB 

4G 己 

4GB 

4GB 

4G 己 

4GB 

24GB 

例 6 

8GB 

8GB 

8GB 

8G 己 

- 

- 

32GB 

例 7 

8GB 

8G 己 

4G 己 

4GB 

- 

- 

24GB 


搭載例： Pentium モデル 
Unbuffed DIMM 

DIMM! 

DIMM2 

DIMM3 

DIMM4 

DIMM 已 

DIMM 巨 

合計 

例 1 

1G 己 

- 

- 

- 

- 

- 

1GB 

例 2 

1G 己 

1GB 

- 

- 

- 

- 

2GB 

例 3 

1GB 

1GB 

1GB 

1G 己 

- 

- 

4GB 

例 4 

2G 己 

- 

- 

- 

- 

- 

2GB 

例 5 

2G 己 

2GB 

2G 己 

2G 己 

- 

- 

8GB 

例 6 

4G 己 

4GB 

- 

- 

- 

- 

8GB 

例 7 

4GB 

4GB 

2G 己 

2G 己 

- 

- 

12GB 

例 8 

4GB 

4GB 

4GB 

4G 己 

- 

- 

16GB 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取りがけます。 


1 . 2日日ページを参照して準備をする。 

2. 取り付ける DIMM ソケットの両端 
にあるレバーを左ちに広げ、 

DIMM をソケットにまっすぐ押し 
么む。 



^ DIMM の向き(こミ主意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
区云巧] の切り欠きがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し a まれるとレバーが自動的に閉じます。 

3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については352ぺージを参照してください。 

日. BI 日 S セットアップユーテイリテイを起動して rAdvancedJ メニューの 

「Memory Configuration 」 で増設した DIMM が BIOS から認識されていること 
(画面に表示されていること）を確認する （264 ページ参照)。 

6. rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

A - ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは262ページをご覧くださ 
い。 

7. ページングファイルサイズを推奨値！;!上に設定する。 

推奨値 (WindowsServer 2003の場合)：搭載メモリ x 1.5 JU 上 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 

をエック I ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1 . 2日日ページを参照して準備をする。 


2. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 



3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については352ページを参照してください。 

己 . rAdvancedJ メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは262ページをご覧くださ 
い。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、巨 IOS セットアップユーティリティを起動して、 
rAdvancedJ メニユーの 「Memory Configuration 」 で 、 「Memory Retest 」 

を 「 Yes 」 にして再起動する。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは264ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズを推奨値上に設定する。 

推奨値 (Windows Server 2003の場合):搭載メモリ x 1.5 W 上 
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PCI ポード 


本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードじは 、 PCI 
EXPRESS ボードを取りがけることのできるス□、ソトが2個あります。 


wO PCI ボードやライザーカードは大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってく 
ださい。また、 PCI ボードおよびライザーカードの端子部分やボードに実装さ 
れている部品の信号ピンに触れたり、 PCI ボードおよびライザカードを直接机 
の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は199ぺージで詳しく 
説明しています。 


[3 .日型八ードディスクドライブの場合] 



[2.5 型八 ー ドディスクドライブの場合] 


PCI #2 側 


ライザーカード 
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ライザーカード 

標準 





スロット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バス B ) 





PCIe#l 

PCIe #2 


型名 

製品名 

PCI ス□ツト性能>1 

x 8 レーン 

x 8 レーン 

備考 


PCI ス□ツトサイズ 

Low 

Profile 




PCI ボードタイプ>1 

xl 6ソケット 

x 8 ソケット 




搭載可能なボードサイズ 

200 mm 於下 


N 8103 -107 

SCSI コント□-ラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

〇 

〇 

外付けデバイス接続用 

N 8103 -104 A 

SAS コント□ーラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESSES )) 

〇 

〇 

外付けデバイス接続用 

N 8103 -13 日 

RAID コント□ーラ 
巧に MB，RAID 日/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

〇 

〇 

かがけ HDD 接続用、 Promise 社製 
増設バッテリー （ N 8103 -140) 接続巧 

N 8103-に8 

RAID コント□ーラ 
(128 MB,RAID 0/1) 

(力ー ド性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

- 

〇 

増設バッテリー （ N 8103 -140) 接続巧 

N 8103-に9 

RAID コント□ーラ 
(256 MB,RAID 0/1) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

- 

〇 

増設バッテリー （ N 8103-に 3) 接続巧 

N 8103 -130 

RAID コント□—ラ 
(256 MB,RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

- 

〇 

増設バッテリー ( N 8103-に 3) 接続巧 

N 8103 -134 

RAID コント□ーラ 
(5 に MB,RAID 0/ 1/5/6) 

(力ー ド性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

- 

〇 

増設バッテリー （ N 8103 -140) 接続巧 

N 8190-に7 

円 bre Channel コント□—ラ 
(4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

〇 

N 81 90- 153/154との混在不可 

N 8190 -153 

円 bre Channel コント□—ラ 
(8 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

〇 

〇 

N 8190 -127/ 131との混在不可 

N 8190 -131 

円 bre Channel コント□—ラ （2 ch ) 
(4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

〇 

N 81 90- 153/154との混在不可 

N 8190 -154 

円 bre Channel コント□—ラ （2 ch ) 
(8 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

〇 

〇 

N 8190-に7/131との混在不可 

N 8104-に6 

1000 BASE - T 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

〇 

〇 

N 8104-に6同±の Teaming ( AFT / SFT / 
ALB / SLA ) は巧。 

10 BASE - T は未サポート。 

N 8104-に2 

1000 BASE - T 接統ボードにか） 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

〇 

N 8104-に2同±の Teaming ( AFT / SFT / 
ALB / SLA ) はち!。 

10 BASE - T は未サポート。 

N 8104 -12 日 A 

1000 BASE-T 接続ボード (4 ch ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 4)) 

〇 

〇 

N 8 104-125 A 同±の Teaming ( AFT / SFT / 
ALB / SLA ) は巧。 

10 BASE - T は未サポート。 

ブーツ付き LAN ケーブルは使用不可。 

N 8104-に8 

10 GBASE 接続基本ボード ( SFP +/2 ch ) 
(力ー ド性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

〇 

〇 

SFP モジュール （ N 8104-に 9) は必要に応 
じて手配必要。 

N 8117-01 A 

増設 RS -232 C コネクタキット 

〇 

〇 

最大1枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例>1レーンニ 2.5 Gbps 、 4レーンニ lOGbps 
ソケット：コネクタサイズを示ず。ソケット数]: J 下のカードが接続可能。 

く例 > x 4 ソケットー x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載可能。地力ードは搭載不可。 

でライザーカード選択時、2枚]:人 L のボードを増設した場合、動作は最大10日 MHz となります。 

* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照ください。 

* 同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

* 製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能でず。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI 力ードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 

標準ネットワークについて 

* 標準ネットワーク（オンボード）で AFT / SFT / ALB / SLA のチームを組むことができます。また、標準ネットワークとオプ 
シヨン LAN ボードで AFT / SFT / ALB / SLA のチームを組むことができます。 

































226 内蔵オプションの取りがけ 


搭載可能なボードのサイズ 

* 5 V カードは実装不可。 

* Low Profile 力ードの場合：奥行き 131 mm まで、幅 64.4 mm まで 
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取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトにボードを取りがけます。 


• PCI ボードを取りがけるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス 

[ 9 ^ □、ソトのコネクタ形状が合っていることを確認してください。 

• 内蔵八ードディスク(こ接続するボードは形状(こ関係なく、ライザーカー 
ドのフル八イト側に取りがけてください。 


W -0 本装置に取り付けることのできる PCI ボードはシヨートタイプのみでず。□ン 

■to グタイプは取り付けることびできません。 


1 . 2日日ページを参照して準備をする。 

2. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカード 
の両端を持ってまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


3. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 



取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


4. ライヴーカードに PCI ボードを取 
り付ける。 

ライザーカードのス□、ソト部分と 
PCI ボードの端子部分を合わせ 
て、確実に差し a みます。 


















228 内蔵オプシヨンの取りかけ 



• ライザーカードや PCI ボードの端子部分およびボードに実装されている 
電子部品の信号ピンには触れないでください。ミちれや油び付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがして 
か5取り付け直してください。ボードに過度の力を加えると PCI ボード 
やライザーカードを破損ずるおそれびありまずのでま意してください。 


^ PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し} A まれて 
をエック I いることを確認してください。 


日. PCI ボードを手順3で外したネジで固定する。 



6. ライヴーカードをマザーボードの 
ス□ットに接続して、手順2で取 
り外したネジI (1 本）でライザー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、磕実に差し a みます。 



^ 差し} A む際にライザーカードのフレーム(こある、崖体フレーム(こ引っかけるた 
をェック I めのツメが正しく勘合していることを確認してください。また、差しジ^んだ後、 
図のようにライザーカードのフレームを指で押し、ライザーカードの端子部分 
が完全(こ見えなくなるまで押し込んでください。 


7. 


取り外した部品を取り付ける。 
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8. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については352ぺージを参照してください。 

9. BIOS セットアップユーティリティを起動して 、 rAdvancedJ メニューの 
「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは262ページをご覧くださ 
し、また、必要に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかど 
うかを磕認してください。 


取り外し 


ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取り外しの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえてもらいながら取り外しを行ってください。 


ii"0 PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを巧く 
ときは、コネクタのツメび手では}甲しにくくなつているため、マイナスドライ 
バなどを使用してツメを巧して巧いてください。その際に、マイナスドライバ 
などび LAN やその他のポートを破損しないよう十分にま意してください。 


ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設ス□、ソ 
ト カバーを必ず取り付けてください。増設ス □、ソ ト カバーはネジで固定してください。 


W-0 ボードの取りがしや交換•取り付けス□ットの変更をした場合は BIOS セット 
■to アップユーテイリテイを起動して、 rAdvancedJ メニユーの [ResetCon¬ 
figuration Data」 を 「Yes」 にして、ハードウエアの構成情報を更新してく 
ださい。 









230 内蔵オプションの取りかけ 


N 81 17-01 A を取り付ける場を 

N 81 17-01 A の構成品は下記です。 


項番 

品名 

指定 

数量 

備考 

① 

RS -232 C コネクタキット 
取扱説明書 

856-125671-002 

1 


② 

RS -232 C ケーブル （ A ) 

804-063264-020 

1 


③ 

RS -232 C ケーブル旧） 

804-062746-820 

1 


④ 

PCI BRACKETS ) 

243-112122-001 

1 

ケーブル(こ取が済 

⑥ 

PCI 目 RACKET ® 

243-112122-002 

1 

Full Height PCI 用 




本製品では③と④の組み合わせを使用します。 

じ(下の手順に従って取り付けて < ださい。 

1 . 200ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライヴーカード 
の両端を持つてまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


3. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 



wO f 取りがしたス□ットカバーは大切に保管してくださし、。 
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4. PCI ブラケットをしっかりと取り 
付け、手順3で外したネジで固定 
する。 


日.他の PCI ボードに緩衝しないよラ 
ケーブルをフオー S ングしてマ 
ザーボード上のシリアルポート A 
コネクタに接続する。 

ケーブルを接続する場合、コネク 
夕の極性羊一を合わせて誤接続し 
ないようを意してください。シリ 
アルポート A コネクタの位置はち 
図を参照してください。 




6. ライヴーカードをマヴーボードの 
ス□ットに差し込み、手順2で取 
り外したネジI (1 本）でライヴー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、磕実に差し込みます。 



7. 取り外したス□ットカバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し 
て装置を組み立てる。 



























































232 内蔵オプシヨンの取りかけ 


8. BI 日 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 の 「Peripheral 
Configuration 」 メニューのに61131 Po け A 」 を 「 Enabled 」 に設定（もしくは 
設定されていることを確認）する （2 目日ページ参照)。 

「 Enabled 」 に設定すると 「Base I/O Address 」 、 「 Interrupt 」 のメニューが追力□さ 
れます。 

Default 設定:では 

Base I/O Address : 2F8 
Interrupt : IRQ 3 

となります。 
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増設バッテリの取り付け 

RAID コント日ーラ （ N 8103 -128/ 129/130/134/ 135) に増設パ、ソテリを増設する場合 、 W 
下の手順に従って取りがけて<ださい。 


N 8103 -123 ( N 8103 -129/1 30用バッテリ）の場合 


取り付け 


1 . 200ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. RAID コント□ーラを取り外し、 
増設バッテリに添付されている 
バッテリ接続ボードを RAID コン 
卜□ーラに取り付ける。 



3. バッテリ接続ボードにケーブルを 
接続する。 

コネクタとケーブルのマー羊ング 
を合わせて接続してください。 



4. ライヴーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライヴーカード 
の両端を持ってまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 



日.ライヴーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 


PCIe#2 

□ープ□ファイル側 



□ープ□ファイル側 














234 内蔵オプシヨンの取りかけ 



7. ライザーカードを マヴー ボードの 
ス□ットに差し込み、手順4で取 
り外したネジI (1 本）でライザー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、磕実に差し込みます。 



8. 固定ネジ （1 本）を外してバッテ 
リ取り付け用シャーシを取り外 
す。 


9. SETUP DATE LA 巨 EL に実装し 
た曰付（年月）を記入し、ち図の 
位置に貼り付ける。 
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10. バッテリコネクタにバッテリケー 
ブルを接続する。 


11. 増設バッテリにケーブルを取り付 
ける。 

コネクタとケーブルのマー羊ング 
を合わせて接続してください。 


12. 増設バッテリをバッテリ取り付け 
用シャーシにネジ3本で取り付け 
る。 


増設バッテリの取り付け位置は 
PCI #1、 PCI #2 で場所が異なりま 
す。ち図を参照してください。 


13. 手順8で外したバッテリ取り付け 
用シャーシを固定ネジ1本で取り 
付ける。 


バッテリケーブル 






バッテリ取り付け位置 



取り外し 

増設バッテリの取り外しは、取りがけの逆の手順を行って<ださい。 













236 内蔵オプションの取りがけ 


N 8103 -140 ( N 8103 -128/ 134/13日用バッテリ）の場台 


取り付け 


1 . 200ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. RAID コント□ーラを取り外し、増設バッテリに添付されているバッテリ接続ボー 
ドを RAID コント□ーラに取り付ける。 

3. 増設バッテリに添付されている 
バッテリ接続ボードを RAID コン 
卜□ーラに取り付ける。 




4. ライヴーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカード 
の両端を持ってまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


日.ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 


6. ライヴカードに RAID コント□一 
ラを取り付ける。 
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7. ライザーカードをマヴーボードの 
ス□ットに差し込み、手順4で取 
り外したネジI (1 本）でライヴー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、磕実に差し込みます。 


8. 固定ネジ （1 本)を外してバッテリ 
取り付け用シャーシを取り外す。 


9. SETUP DATE LA 巨 EL に実装し 
た曰付（年月）を記入し、貼り付 
ける。 


10. ちの図を参考に、バッテリパック 
にバッテリ制御ケーブルを接続す 
る。 

コネクタの向きにを意し、斜め挿 
しにならないようにしっかりと接 
続してください。 

ち記の2点から、コネクタの正し 
い向きを判別するようにしてくだ 
ぎい。 








































238 内蔵オプシヨンの取りかけ 


11. 増設バッテリをバッテリ取り付け 
用シヤーシにネジ3本で取り付け 
る。 


増設バッテリの取りがけ位置は 
PCI #1、 PCI #2 で場所が異なりま 
す。ち図を参照してください。 


12. 手順8で外したバッテリ取り付け 
用シャーシを固定ネジ1本で取り 
付ける。 



バッテリ取りがけ位置 



取り外し 

増設パ、ソテリの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。 
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RAID システムを内蔵の A — ドディスクドライブを使用して構築ずる場合 

本体前面にある八ードディスクドライブベイに搭載した八ードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方まについて説明します。 


W "0 • RAID システム構成に変更する場台や、 RAID レベルを変更する場台は、 

量 a 八ードディスクドライブを初期化しまず。 RAID システムとして使用す 

る八ードディスクドライブに大切なデータびある場台は、バックアップ 
を別の八ードディスクドライブにとってか5ボードの取り付けや RAID 
システムの構築を巧ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ 容量、性能 (ディスク回 
乾数など)の八ードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コントローラの特徴を理解し、目的にあった RAID コントローラを 
使用してください。 

• RAIDO 必外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
埋ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築じは、オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID '^) 
の機能を利用ずるちまの他にオプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) 
を利用する方法があります。 


この RAID システムを利用する場合じは、マザーボードとバックプレーンボードじあるジャン 
パを設定する必要があります。 







240 内蔵オプシヨンの取りかけ 


ジャンパの場所および設定ちまじついて W 下に説明しまず。 

RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) またはオプションの RAID コント□-ラ 
( N 8103 -128/ 129/130/ 134) 使用時に設定するマザーボードおよびバックプレーンボード 
のジャンパ位置は下図の通りです。 



3. 己型八ードディスクドライブ用バックブレーンボード 




* バックプレーンボードは背面側か6のイラストです。 
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オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAI が M ) を利用する場含 

マザーボード上にある RAID コンフイグレーシヨンジャンパの設をを変更すると、内蔵八ード 
ディスクドライブを RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させることができま 
す。 


マザーボードおよびバックプレーンのジャンパ設定 

]：> (下のジャンパピン設を変更を行ってください。 


マザーボード上のジャンパピン ( SATA _ RAID ) 

Enable : 2-3 / Disable : 1-2 (デフオルト值） 


3.日型八ードディスクドライブ用バックブレーンボード ( J 3) 


I おお: il 旧画 


〇 


，□田 


旧旧 



2.5 型八ードディスクドライブ用バックブレーンボード ( J 3) 



その後 、 BIOS SETUP ユーティリティで内蔵八ードディスクドライブを RAID システムの八一 
ドディスクドライブとして認識させます。 

「 Advanced 」 乂ニューの一 「Peripheral Configuration 」 一に ATARAID 」 が 「 Enabled 」 に 
なっていることを磕認してください （ rSATARAID 」 は 「Set Up Menu 」 から変更できませ 
ん。化荷時の設定は 「 Disabled 」 です）。 

詳しくは「システム巨 IOS のセットアップ （ SETUP )」 に52ぺージ）を参照してください。 

設定を変更したら 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID システムを構築します。 
詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション」に86ページ）を参照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使用すると自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペ 
レーティングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペ 
レーティングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができ 
ます。 
























































242 内蔵オプシヨンの取りかけ 


オプションの RAID コント□—ラ (N8 103- 128/129/130/ 134) を利用する場合 

オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103-に8/129/130/ 134) を取りがけた本装置で、内蔵 
のハードディスクドライブを RAID システム構成にする場合は、マザーボード上の八ードディ 
スクドライブインタフェースケーブルの接続先を変更します。化荷時の内蔵八ードディスクド 
ライブのインタフェースは、マザーボード上の SATA コネクタじ接続されています。詳細な説 
明は、オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) に添付の説明書を参照 
してください。 


グ オプションの RAID コント□-ラを取りがける場合は、目 IOS SETUP ユーティ 

にエック I リティの 「Advanced」 メニューの 「PCI Configuration」一「PCI Slot xx R0M(xx 
は PCI ス □、ソ ト番号)」のパラメータが 「Enabled」 になっていることを確認し 
てください。 


取り付け 


オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) の取り付けは 「 PCI ボード」 
を参照してください。 


wO RAID コント□—ラを接続ずる場台、 BIOS の SETUP ユーティリティの Boot 
メニューにおける優先順位を8番目似内に設定してください。設定が9番目似 
降となつている場台、 RAID コント□—ラのコンフイグレーシヨンメニューを 
起動できません。 


マザーボードおよびバックプレーンのジャンパ設定 

オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) を利用する場合はバックプ 
レーンのジャンパを変更してください。 

マザーボード上のジャンパピン ( SATA _ RAID ) 

Enable : 1-2 (デフオルト値）/ Disable : 2-3 


式日型八ードディスクドライブ用バックブレーンボード ( J 3) 


旧の 


〇 

I I 

田田 



2.日型八ードディスクドライブ用バックブレーンボード ( J 3) 
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取り外し 


オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) の取り外しは、取り付けの 
逆の手順を行って<ださい。 

また、ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取りがけられていた増設 
ス□、ソ トカバーを必ず取り付けてください。増設 ス□、ソ トカバーはネジで固定してください。 


ケーブルの接続 

オンボードの RAID コント□ーラ、オプションの RAID コント□ーラにインタフェースケープ 
ルを取りがける場合、ケーブルの接続が必要です。 W 下の図を参考にケーブル接続をしてく 
ださい。 

〈3.日型モデルでオンボードの RAID コント□ーラを使用する場合〉 


ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の SGPI01 コネクタの 1 番ピン（太線マーキング側）に 
接続して < ださい。 
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〈3.5型モデルでオプションの RAID コント□—ラを使用する場合〉 


ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の SGPI01 コネクタの 1 番ピン（太線マーキング側）に 
接続して < ださい。 



2.5 型モデルは、八ードディスクドライブを6台搭載した場合、8台搭載した場合では、バッ 
クプレーンボードの接続先が異なります。 

バックプレーンボードの番号は169ぺージ、八ードディスクドライブのス□、ソト番号は202 
ページを参照してください。 

〈2.5型モデルでオンボードの RAID コント□ーラを使用する場合/ノ、ー ドディスクドライブ目 
台搭載モデル〉 （1 〜4台） 


ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の SGPI01 コネクタの 1 番ピン（太線マーキング側）に 
接続して < ださい。 
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オンボードの RAID 
コント□—ラ 

八ードディスクドライブ 

バックプレーンボード 


ス□ット 0 

SATA 2 

SAS コネクタ 

ス□、ソト 1 

SATA 3 

ス□、ソト 2 

SATA 4 


ス□、ソト 3 

SATA 己 


〈2.日型モデルでオンボードの RAID コント□ーラを使用する場合/ノ、ー ドディスクドライブ8 
台搭載モデル〉 （1 〜4台） 


ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の SGPI01 コネクタの 1 番ピン（太線マーキング側）に 
接統して < ださい。 



オンボードの RAID 
コント□—ラ 

八ードディスクドライブ 

バックプレーンボード 


ス□、ソト〇 

SATAO 

SAS コネクタ 

ス□、ソト 1 

SATA 1 

ス□、ソト 2 

SATA 2 


ス□、ソト 3 

SATA 3 
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〈2.5型モデルでオプションの RAID コント□ーラを使用する場合/ A — ドディスクドライブ目 
台搭載モデル〉 （1 〜6台） 

• RAID コント□-ラは、 N 8103 -128/129/130/134 のいずれかをお求めください。 


オプションの RAID 
コント□—ラ 

八ードディスクドライブ 

バックプレーンボード 

SAS 1 コネクタ 

ス□ット0 

SATA 2 

ス□、ソト1 

SATA 3 

ス□、ソト2 

SATA 4 

ス□、ソト3 

SATA 5 

SAS 2コネクタ 

ス□、ソト4 

SATA 6 

ス□ツト己 

SATA 7 

- 

- 

- 

- 


ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の SGPI 01/2 コネクタの1番ピン（太線マーキング側) 
に接続してください。 
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〈2.5型モデルでオプションの RAID コント□—ラを使用する場合/ A — ドディスクドライブ8 
台搭載モデル〉 （1 〜8台） 

• RAID コント□-ラは、 N 8103 -128/129/130/134 のいずれかをお求めください。 


オプションの RAID 
コント□—ラ 

八ードディスクドライブ 

バックプレーンボード 

SAS 1 コネクタ 

ス□ット0 

SATA 0 

ス□、ソト1 

SATA 1 

ス□、ソト2 

SATA 2 

ス□、ソト3 

SATA 3 

SAS 2 コネクタ 

ス□、ソト4 

SATA 4 

ス□ツト己 

SATA 己 

ス□、ソト6 

SATA 6 

ス□、ソト7 

SATA 7 


ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の SGPI 01/2 コネクタの1番ピン（太線マーキング側) 
に接統してください。 
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RAID システム構築時の注意事項 

RAID システムを構築するときは、次の点についてを意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA 八ードディスクドライブどちらかを、構築した 
し^ AID レベルの最小必要台数]: i 上を搭載していること （ RAID の構成じよって八ード 
ディスクドライブの最小必要台数は異なります)。 

内蔵の八ードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から 0 S のインストール、セットアップまでをすることをお 
勤めします。 

システムをインス I -ールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ストールまでを自動でインストーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーションユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライブの 
構成についての詳細な説明は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （286 ページ）や、 
オプションの RAID コント□-ラ( N 81 03- 128/129/130/1 34) に添付の説明書を参照してく 
ださい。 
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本装置標準装備のファンとオプションのファンを交換することじより、ぶ却ファンの冗長化 
をすることができます。 

瞩準装備時] 

装置前面側 装置背面側 


フアン11 

フアン8 
フアン7 
フアン6 

フアン5 
フアン3 

フアン1 



[オプションフアン接続時] 

装置前面側 


装置背面側 
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フアンの交換 


1 . 2日日ページを参照して準備をする。 


2. フアンケーブルを取り外す。 



3. ファン上部をまつすぐ上に持ち 
上げ、取り外す。 




日.ファンケーブルを接続する。 

ファンケーブルはトップカバーと 
ファンまたはシャーシじ挟まれな 
いようにルーテイングしてからコ 
ネクタに接続してください。 
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3.5 型八ードデイスクドライブ用バックブレーンボード 



2.5 型八ードディスクドライブ用バックブレーンボード 



* バックプレーンボードは背面側からのイラストです。 


ファンケーブルを接続するコネクタをよく確認してください。249ページの図 
をエックI を参照してください。 


6. マヴーボード上のオプシヨンファンジャンノ（ピンを変更する。 

下図を参照して変更してください。 



W-0 その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
置3 因となりまず。 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方まについて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設をしてください。 

SETUP はハードウェアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 


W "0 • SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）び行ってく 

置3 ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、ずべての項目の変更び 
できまず。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンびインス!ルされていまず。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc >、< F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動したが態でパワーオフ、リセットを行った場台 
には SETUP の設定び正しく更新されないことびあります。 
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本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > 羊一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press く F12> to Network 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


t (前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C ] 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFF にしてください。 

ろ!と パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 

item 「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（丰一の機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューが、 
あることを示す 


設定項目 


現在表示しているメニューを示ず 


PhoenixBIOS Setup Uti 




System Management 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

^ Event Log Configuration 

FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 

ク Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
PLatform Event FiLtering: 


[Retry 3 Times] 
[Disabled] 
[Retry 3times] 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 

: 20： 

[EnabLed] 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 


オンライン 
. ヘルプ 
ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


i - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

\ Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものやお出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□ カーソル丰一 （丫 、い 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソルキー ->) 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 


□ <一>キー/く十 >キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この车一は無効です。 

□ く Enter 〉 车一 


選択したパラメータの巧をを行うときに押します。 


□ < Esc > 丰一 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると Exit 」 メニューじ進みます。 


□ < F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n く Fio > 车一 


設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときじ必要となる機能の設を例 
を W します。 


日付-時刻関連 


「 Main 」 一 「System Time」、「System Date 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイッチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 [Last StateJ 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > 羊一を押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムかり： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 


HW コンソール端末か 5 制御する 

「 Server 」 ^ [Console Redirection 」 一それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 fMemory Configuration 」 一 「DIMMn Status 」 一表示を磕認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 一「丫が」一再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMain 」 一 [Processor Settings 」 一表示を確1おする 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソヶットの位置は上図のように対応 
しています。 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Advanced 」 一 「 NumLock 」 一 fOnJ (有効）/ 「 Off 」 （無効：初期値) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「 Server 」 一 「Event Log Conriguration 」 一 「Clear All Event Logs 」 一 「 Enter 」 一 「 Yes 」 
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セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

l"Secu「ity」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor） 、ューザーパスワード （User） の順に設をします 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 


「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれの I/O ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

RAID コント□ー ラを取り付ける 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM」 一 「Enabled」 
n: PCI ス□ツトの番号 

A - ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 [ResetConfiguration Data」 一 「Yes」 一再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存して SETUP を終了する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄して SETUP を終了する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また(ま 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Discard Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Defaults」 
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パラメータと説明 


SETUP じは大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニユー（一259ぺージ） 

• Advanced メニユー（- ^262 ぺージ） 

• Security メ ニユー（一 2 目 7 ぺージ） 

• Server メニユー（一 271 ぺージ） 

• Boot メニユー（一279ぺージ） 

• Exit メニユー（一280ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に！>」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

1 己 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中(こ初めて DE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

SATA Port 0 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 5 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままにしておいて < ださい。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示しますに 60 ぺージ参照)。 

Language 

[English] 

Fran が is 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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W "0 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場台は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：10で〜3己で.湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割台で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求ずるようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用ずることをお勧めしまず。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場台 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 


Processor Settings ヴブメニュー 


Main メニユーで [Processor Settings] を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 


Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor Speed Setting: 

2260 MHz 

Select 'Yes' , BIOS 

wiLL clear historical 

Processor 1 CPUID: 

000106 A4 

processor status and 

Processor 1 L2 Cache: 

1024 KB 

retest aLL processors 

Processor 1 L3 Cache: 

8192 KB 

on next boot. 

Active Processor Cores: 

1 1MU 1 


Hyper-Threading Technology: 

[Enabled] 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

CEnabLed] 


Turbo Boost Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


VirtuaLization Technology: 

[Enabled] 


Hardware Prefetcher: 

[Enabled] 


Adjacent Cache Line Prefetch : 

[Enabled] 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Speed Setting 


搭載しているプ□セ、ソサのク□ック速度を 
i ^ 7 J \ cK す 0 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障 、 [Not 

Ins ほ lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 


プ□セ、ソサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L 3 Cache 


プ□セ、ソサ1の兰タキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Active Processor Cores 

[ ALL ] 

1 

2 

プ□セ、ソサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU として見せ 
て動作する機能です。本機能をサポートし 
たプ□セ、ソサが搭載された場合にのみ表示 
され、設定できます。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[ Enabled ] 

Execute Disable 目 it 機能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel SpeedStep ( R ) 
Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セッサが提供する SpeedStep 
機能の有効/無効を設定します。 

本機能をサポートしたプ□セ、ソサが搭載さ 
れた場合(このみ表示され、設定できます。 

Turbo Boost Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

Intel ® Turbo Boost Technology 機能の 
有効/無効を設定します。本機能をサポート 
したプ□セ、ソサが搭載された場合にのみ表 
示され、設定できます。 

C 1 Enhanced Mode 

Disabled 

[ Enabled ] 

C 1 Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサが提供する「仮想化技 
術」の機能の有効/無効を設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[ Enabled ] 

八ードウェアのプリフェッチャの有効/無効 
を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[ Enabled ] 

メモリか6キャッシュへのアクセスの最適 
化の有効/無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Erite「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory ConTiguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[DisabLed] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

： 0ff] 


Memory Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面(こ表示します。 「 Disabled 」 （こ設定する 
と NEC □ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( P 0 ST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後じこのパラ 
メータは「 N 0」に切り替わります。 

NumLock 

On 
[0 け」 

システム起動時(こ Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST を実行中、メモリリソースにおいて縮退 
エラーが発生している際に、 POST の終わりで 
一旦停止するかどうかを設定します。本設定 
は、 rServer ] メニユーの [POSTError 

Pause 」 が 「 Enabled 」 じ設定されているとき 
じ有効となります。本項目が 「 Boot 」 じ設定 
されていても、全てのリソースで縮退が発生し 
ている場合は POST の終わりで停止します。 


[]： 出荷時の設定 


wO Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
もクリアされます 。 Reset Configuration Data ^「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を言己録し 、 Exit Savin 呂 Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Confi 甚 uration ヴブメニュー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

InstaLLed memory: 2048 MB 

AvalLabLe under 4GB: 2048 MB 

DIMM1 Status: Normal 

DIMM2 Status: Normal 

DIMM3 Status: Normal 

DIMM4 Status: Normal 

DIMM5 Status: Normal 

DIMM6 Status: Normal 

Memory Retest : [No] 

Extended RAM Step: CDisabLed] 

▼ 

Enables DIMM sparing 

feature- 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

- 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4 GB 

— 

4 GBi ： i 下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します（表示のみ)。 

DIMM 1-6 Status 

Normal 

Disabled 

N 饥 Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付け6れて 
いないことを、 「 Error 」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは同じを称になってい 
ます。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N 0」（こ切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

riM 目」は 1 M 単位(こメモリテストを行いま 
す。 riK 目」は 1 K 単位(こメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを巧います。メモリテスト中はス 
ぺースキーのみ有効となり < F 2> 、 < F 4> 、 
< F 12>、< Esc > キーは無視されます。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video ControLLer 

► Onboard LAN 1 

► Onboard LAN 2 

PCI Slot 1Option ROM: [Enabled] 

PCI Slot 2 Option ROM: [Enabled] 

Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 

controLLer. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 〜 2 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ボード上のオプシヨン ROM の展開を有効 
じするか無効じするかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


— "〇 RAID コント□—ラや LAN ボード(ネットワークブート)、 Fibre Channel コン 
卜□—ラで、 0 S びインス!ルされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
<ださい。 


Onboard Video Controller サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Option ROM 
Scan 

[ Auto ] 

Force 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 
展開を自動(こするか強制的(こするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard LAN 1/2 サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 1/2 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ 1/2 の有効 


[ Enabled ] 

/無効を設定します。 

LAN 1/2 Option ROM 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□-ラ1/2の 

Scan 

Disabled 

BIOS の展開の有効/無効を設定します。 

PXE/iSCSI Select 

[ PXE ] 

オンボード上の LAN 1/2のブート方法を設定 


iSCSI 

します。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled ： 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[EnabLed] 

SATA RAID: 

[Disabled ： 

User conTiguration 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



W "0 害!)り込みべース I / O アドレスび他と重複しないようにを意してください。設定 

した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」び表示されまず。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

[3 F 8 h ] 

2 F 8 h 

3 E 8 h 

2 E 8 h 

シリアルポート A のためのベース I / O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り 3 A みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3 F 8 h 
に F 8 h ] 

3 E 8 h 

2 E 8 h 

シリアルポート目のためのベース I / O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目のための割り込みを設定し 
ます。 

SATA RAID 

[ Disabled ] 

Enabled 

R AID ジャンパの RAID 構成有効/無効を表示 
します（表示のみ)。 

RAID ジャンパについては、 「 RAID システム 
の有効化」に92ページ）を参照して<ださ 
い。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニユー 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、じ(下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced 

1 Chipset Control 

Item Specific Help 

Multimedia Timer: 


EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer (HPET). 

Intel (R) VT-d: 

[Enabled] 


Wake On LAN/PME: 

[EnabLed] 


Wake On Ring: 

[DisabLed] 


Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[ Enabled ] 

マルチメディアじ対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) VT-d 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルチップセットが提供する nntel ( R ) 
Virtualization Technology ror Directed I / O 」 
の有効/無効を設定します。この機能(こ対応 
しているプ□セ、ソサの場合(こ表示されます。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


wO Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用ずることはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 呂機能び有効となりません。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されま 
す。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 


controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot: 

[DisabLed] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 


Disable USB Ports: 

[DisabLed] 


► Security Chip Configuration 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかで <Ente「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


参 「User Password 」 は 、 TSupervisor Password 」 を設定していない 
と設定でさません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場台は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します。 ["Security Chip Configuration」 
は選択後、く Ente「> 羊一を押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 


Set 

るかどうかを示します（表示のみ）。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセス(こ制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの人力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニュー(こアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの人力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの人力を巧う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライブ(こ対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDEA — ドディス 
クドライブをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効にするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 

Disable USB Ports 

[ Disabled ] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Security Chip Configuration ヴブメニユー 

Security メニューで ["Security Chip Configuration」 を選択し、く Enter〉 羊一を押すと]: i 下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


Security Chip ConTiguration 

Item Specific Help 

TPM Support: [Enabled] 

Current TPM State: Deactivate S Disable 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 
("Supervisor Password 」 を設定すると選択 
可能になります。 

Current TPM State 


現在の TPM 機能の状態を表示します。 

「TPM Support 」 が Enabled 設定時のみ表示 
されます。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable & Activate 
Deactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 

「TPM Support 」 が Enabled 設定時のみ表 
示-選択巧能です。 


[]： 化荷時の設定 
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wO rchan 呂 e TPM State 」 で [No Chan 呂引似がのパラメータを選択し 、 TPM 
State の変更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面び表示されます。 Supervisor Password を入力すると似下のメツセージ 
び表示されまず。設定変更を行うためには Execute を選択してください。 


Enable & Activate び選択された場合： 


Physica L Presence 

operations 

TPM configuration 

change was requested to 

State: Ena bL e 

这 Activate 

Note: 

This action wiLL 

switch on the TPM 

Reject 


Execute 



Deactivate & Disable び選択された場台： 


Physical Presence operations 

TPM conT1gura 1 1on change was requested to 
State: Deactivate 这 Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that re Ly on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear び選択された場台： 


Physical Presence operations 

TPM conT1gura 1 1on change was requested to 
State: Deactivate 这 Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that re Ly on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

^ Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled ： 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

C 20] 


Platform Event FiLtering: 

[Enabled] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


t 主 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。 l"System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選択 
後、く Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設ちします。 

項目については次の表を参照してください。 


頂目 

パラメータ 

説明 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

Always Reset 

BSP で FR 目レベル 2 の エラー が発生したとき 
のプ□セ、ソサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない 0 S か6起動する場合(こは、 
この機能を無効(こしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、 OS 起動 
を3◎まで試みます。 

[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンがを 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンか 60 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常をお化した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）に割り} A みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中(こエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

に 0] - 255 

DC 電源を ON じするディレイ時間を20秒か 
625日秒の間で設定します。 AC - LINK で 
[Last StateJ または 「Power On 」 （こ設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

目 MC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]: 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]:>(上押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFR こします。 


無停電電源装置 （ UPS ) を利用して自動運乾を行う場合は FAC - LINKJ の設定 
を 「 PowerOn 」 にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、 < Ente 「> 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Revision 


BIOS のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシ ス了 ムの部品番号を表71^します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の崖体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の崖体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN 1の MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 
Address 


標準装備の LAN 2 の MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

マネージメント専用 LAN の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 


BMC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで [Console Redirection 」 を選択し、 < Ente 「> キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

Baud Rate: [19.2K] 

FLOW Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: [\/T100+] 

Continue Redirection after POST : CEnabled] 

Remote Console Reset : [DisabLed] 

Selects the Serial port 

to use for Console Redi- 

rection. 

"DisabLed" compLeteLy 

disables Console Redire- 

ction. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
6 ESMPR 0 /ServerManager やハイパー 
ターミナルを使つ た管理端末か6のダイレ 
クト接続を有効にするか無効にするかを設 
定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

接続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御の方まを設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[ Enabled ] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
(こ継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

接続している八ードウエアコンソールか6 
送信されたエスケープコマンド （Esc R ) (こ 
よるリセ、ソトを有効にするかどうかを選択 
します。 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使用した管 
理端末か6の接続時(こは、本機能は設定(こ 
関わ6ず常に有効となります。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで「目 MC LAN Configuration 」 を選択し、 < Ente 「> キーを押すと、 W 下の画 
面が表示されます。 


W "0 「マネージメント専用 LAN は管理専用の LAN です。その他の LAN として使用す 
ることはでをません。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


BMC LAN 

Configuration 

Item Specific Help 

Shared BMC LAN: 



Display IP Address. 

LAN Connection Type: 

CAuto Negotiation] 



IP Address 

[192.168.001 .001] 



Subnet Mask 

[255.255.255.000 ： 



Default Gateway 

[000.000.000.000 ： 



DHCP: 

[DisabLed] 



Web Interface 




HTTP: 

[DisabLed] 



HTTP Port Number: 

[ 80] 



HTTPS: 

[Disabled] 



HTTPS Port Number: 

[ 443 ： 



Command Line Interface 




TeLnet: 

[DisabLed] ▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Shared BMC LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

マネージメント専用 LAN を使用する場合に 
は 「 Disabled 」 （こ設定します。 

「 Enabled 」 に設定すると、 LAN 2 を通常の 
LAN と共有してマネージメント専用 LAN と 
しても使用することができます。 「 Enabled 」 

に設定した場合、マネージメント専用 LAN 
は使用できません。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation ] 

100 Mbps Full Duplex 
100 Mbps Half Duplex 
10 Mbps Full Duplex 
10 Mbps Half Duplex 

マネージメント専用 LAN のコネクションタ 
イプを設定します。 

IP Address 

[192.168.001.001] 

マネージメント専用 LAN の IP アドレスを設定 
します。 

Subnet Mask 

に日日. 2 日日. 255.000] 

マネージメント専用 LAN のサブネットマス 
クを設定します。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

マネージメント専用 LAN のゲートウェイを 
設定します。 

DHCP 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Enabled ] (こ設定すると、 DHCP サーバか 

6 IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、に isabled ] に設 
定します。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [ Enabled ] に設定して< 
ださい。 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP Port Number 

[80] 

マネージメント専用 LAN が HTTP による通信 
の際に使用する TCP ポートナンバーを設定 
します。 

HTTPS 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [ Enabled ] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

マネージメント専用 LAN が HTTPS (こよる通 
信の際(こ使用する TCP ポートナンバーを設 
定します。 

Command Line Interface 

- 

- 

Telnet 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接続(こよる通信の際(こ使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

SSH Port Number 

に 2] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで [Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、 W 下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Auto Clear Event Logs: CDisabLed] 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Auto Clear Event Logs 

Enabled 

[ Disabled ] 

「 Enabled 」 に設定するとエラー□グエリア 
が Full (こなつたときじ自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

Enter 

< En ねりキーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保をされているエラー□グ 
を初期化します。 


[]： 化荷時の設定 
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System Event Log ヴブメニュー 


Server メニユーの [Event Log Configuration 」 で l"System Event Log 」 を選択すると 、 W 
下の画面が表示されます。 

じ(下はシステムイベント□グの例です。 

記録されているシステムイベント□グはく i 〉羊一/< t 〉丰一、く+〉キー/ く-〉キー、く 
Home >+-/ く End 〉 丰一を押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server ■ 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator Id = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:Older SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


PaI 登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大 2 分 
Item 程度の時間がかかります。 



Clear BMC Confi 呂 uration のま意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 
プユーティリティの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻すには Clear BMC Confi 呂 uration を実行し 
て < ださい)。 

• Clear BMC Confi 呂 uration 実行後の初期化が完了ずるまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト TESMPRO / ServerA 呂 ent 
Extension 」 をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
Extension で設定された項目も Clear BMC Confi 呂 uration の操作にて 
クリアされまず。 

ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場合には、本操作を 
行う前に ESMPRO/ServerAgent Extension の設定情報のバック 
アップを行ってください。 











ハードウエア編 279 


Boot 


力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定ずる目〇饥 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Boot priority order: 

USB CDROM: 

2: IDE CD: MATSHITADVD-ROM SR-8178-(P 
3: USB FDC: 

4: USB KEY: 

IDE HDD: 

USB HDD 

PCI SCSI: #D50 ID06 LUNO SEAGATE ST 
PCI BEV: IBA GE Slot 00C8 v1352 

■ Excluded from boot order: 

■ PCI SCSI: #D50 ID07 LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOS LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 ID09 LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOA LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOB LUNO SEAGATE ST 

PCI BEV: IBA GE Slot 1100 v1352 


0 饥メニユーが表示されます。 


Item Specific Help 


Keys used to view or 
configure devices: 

Up and Down arrows 
select a device. 

<+> and <-> moves 
the device up or down. 
<x> exclude or include 
the device to boot. 


F1 

Esc 


Help 

Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


- /+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


起動デバイスとして登録されていないデバイス 
起動デバイスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDR 0 M 

USB CD - ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD - ROM ドライブ（本体標準装備の光ディスクドライブなども含む） 

USB FDC 

US 目フ□、ソピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 目フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

USB HDD 

USB 八ードディスクドライブ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

RAID システム構成の場合は 「Software RAID 」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN 。 に lot 00 C 8 J が LAN 1 、 に I 饥1100」 

が LAN 2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. 目 IOS は起動巧能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します 0 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\'イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後してく X > 羊 一を押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > 车 一を押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

3. く t > 羊 一/くレ车一とく 十 > 羊 一 / く一 >羊 一で登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t >车一/く1 >车一で移動させ、く十>キー / く一>キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

カーソルを Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてこ説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting ?」 の磕認画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保をしないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「 Yes 」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニ:！一じ 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


，■〇 モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場台びありまず。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用ずる環境に合わせた設定に直す 
必要びあります。 


Load Custom Defaults 


このメニューを選択してく[が6「>车一を押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく[が6「>车一を押すと、現在の設を値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「Load Custom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。口 scard Changes を選択すると磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


gav 白 Ghang 白 S 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、5在認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
よす0 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設をに戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 


wO リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいます。八ングアップしたときがでリセットを行うときは、本装置びなに 
ち処理していないことを確認して<ださい。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。屬 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約30秒ほど待ってから電源を ON じしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場台は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するためじ独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリじ保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


[ CMOS メモリの内容をクリアずると SETUP の設定内容びずベてデフオルト 
の設定に戻ります。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーシヨンジヤンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


wO f その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
因となりまず。 































































































284 リセットとクリア 


次にクリアする方法を示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさ なし、 

プラグを巧かずに取り扱わない 


A ミ主意 

A A 

AA 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高:己:ち音 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

Q 


，■〇 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃びしてか5取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触5ないでください。静電気に関する説明は199ぺージ 
で詳しく説明しています。 


• CMOS のクリア 

1 . 2日日ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （18 日ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す。 （2 日1ページ参照） 

4. ジャンノ くスイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

日.日秒ほど待って元の位置に戻す。 

目.本体を元通りに組み立てる。 

7. 電源コードを接続して本体の電源を日 N にする。 

8. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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• パスワードのクリア 

1 . く CM 日 S のクリア>の！〜日の手順同滿こノくスワードクリアのジャンノくスイッチの 
設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 P 日 WER スイッチを押す。 

3. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、パスワードを設定し 
直してに xit Saving Changes 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、ジャンノくスイッチを元に戻す。 

5. 再度、本体を元通りに組み立てる。 


割り込みライン 


割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

— 

1 

— 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

LAN 1, VGA 

己 

— 

17 

— 

6 

— 

18 

LAN2 

7 

— 

19 

SATA 

8 

リアルタイムク□ック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

— 

10 

SM Bus 

22 

— 

11 

マザーボードリソース 

23 

— 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置のオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を使用 
して、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明しま 
す。 

オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -128/ 129/130/134/ 135) による RAID システムの 
使用方まについては、オプションに添付の説明書などを参照してください。 


RAID にごいて 


RAID の概要 

RAID (Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意□ホします。 


つまり RAID とは複数の八ードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することを言います。これにより単体の大容量八ード 
ディスクドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

オンボードの RAID コント日ーラ 0 _SI Embedded MegaRAID ™) では、1つのディスクグルー 
プを複数の論理ドライブ(バーチャルディスク)に分けて設をすることができます。これらの論 
理ドライブは、 0 S からそれぞれ1つの八ードディスクドライブとして認識されます。 0 S から 
のアクセスは、ディスクグループを構成している複数の八ードディスクドライブに対して並行 
して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、ある八ードディスクドライブじ障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方まじは、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コント□-ラ （LSI Embedded MegaRAID ™) がサポートする RAID レベルは 、 「RAID 0」 
「 RAID 1」 「 RAID 10」です。ディスクグループを作成する上で必要となる八ードディスクドラ 
イブの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認してください。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

4 

RAID 1 

2 

2 

RAID 10 

4 

4 



各 RAID のレベル詳細は、 「 RAID レベル」 （289 ぺージ）を参照してくださし、。 


ディスクグループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数の八ードディスクドライブをグループ化したちのを表します。設を巧 
能なディスクグループの数は、八ードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図は本製品に八ードディスクドライブを2台接続し、2台で1つのディスクグループ ( DG ) 
を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 


DG 0 容量 72 G 己 


^- > 


で - V 

^^ ^ ィ 

^- > 


^ — _ ) 





八ードデイスク 
ドライブ1 
(36(3 巨） 


)\_ドデイスク 
ドライブ2 
(36(3 巨） 
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パーチャルディスク (Virtual Disk ) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設をしたものを表 
し、 0 S からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になります。 

次の図は本製品に八ードディスクドライブを2台接続し、2台で1つのディスクグループ ( DG ) 
を作成し、そのディスクグループに RAIDO のパーチヤルディスク ( VD ) を2つ設をした構成例で 
す。 


RAID コント□ーラ 


DGO 容量 72GB 


^— _ 


^— _^ 


VD0-1 

20GB 

^- „ - ^ 


VD0-2 

20GB 

_ _ ィ 

VD0 (RAIDO) 
容量 40GB 

VD1-1 

16GB 


VD1-2 

16GB 

^- 

VD1(RAIDO) 
容量 32GB 


八ー ドデイスク 八ー ドデイスク 
ドライブ 1 ドライブ 2 

(36GB) (36GB) 


ホットスワップ 

システムの稼働中に八ードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホ、ソトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare ) 

ホ、ソ トスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成する八ード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意された予備の八一 
ドディスクドライブです。八ードディスクドライブの障害を横化すると、障害をお化した 
八ードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホ、ソトスペアを使用してリビルドを実行し 
ます。 
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RAID レベル 

オンボードの RAID コント□-ラ 0 _SI Embedded MegaRAID ^ M ) または、オプションの raid 〕 
ント□ーラがサポートしている RAID レベルについて詳細な説明をします。 

オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) がサポートする RAID レベル 
は 、 「RAID 0 」 「RAID 1 」 「RAID 10」です。 


RAID レベルの特徴 

を RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 0 

ストライピング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング 

あり 

八 ー ドディスクドライブが2台必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

RAID 10 

RAID 1のストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが4台]: i 上必要 
容量=八ードディスクドライブ1台の容量 
x ( 八ードディスクドライブ台数- 2) 


「 RAIDO 」 について 


データをを八ードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライピング」と 
呼びます。 

図ではストライプ1(八ードディスクドライブ1)、ストライプ2(八ードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(八ードディスクドライブ 3) •- •というようにデータが記録されます。すべての 
八ードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


WrO RAIDO はデータの冗長性びありません。 A- ドディスクドライブび故障する 
Bto とデータの復旧びできません。 


RAID コント□-ラ 




^ Sj 

^ ゾ 


^ 夕 

八ード 
テイスク 

ドライブ1 

_ ^ 


八ード 
テイスク 

ドライブ2 

_ 


八ード 
デイスク 

ドライブ3 

— _ 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 




ストライプ4 


ストライプ己 


ストライプ6 




































290 RAID システムのコンフィグレーション 


FRAIDIJ について 


1つの八ードディスクドライブじ対してもう1つの八ードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台の八ードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別の八ードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方の八ードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方の八ードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムをダウンすることなく運用できます。 


RAID コント□ーラ 



八ード 
7 ■イスク 

ドライブ1 

^ _ 



八ード 
7■イスク 
ドライブ2 


ストライプ1 


ストライプ1 

ストライプ2 


ストライプ2 


「 RAID 10 」について 


データを2つの八ードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライピング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1 の高信頼性を同時に実現することができます。 



RAID コント□ーラ 








I I 

I I 

I I 




f -^ 

-- * 


ぐ -^ 

-> 


^-^ 

八ード 
ディスク 
ドライブ1 

^-^ 


八ード 
ディスク 
ドライブ2 

^- > 


八ード 
ディスク 
ドライブ3 

-- 


八ード 
テイスク 
ドライブ4 

^-^ 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストフづゾ己 


RAID 1 - 


ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 


ストフづゾと 


ストライプ4 


ストフづゾ6 


I RAID 1 - 


▲ 


RAID 日 
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LSI Embedded MegaRAID™ 使用時の注意事項 

LSI Embedded MegaRAID ™ をご使用の場合、増設用 2 TB 1 U 上の八ードディスクでの 
RAID 10はサボートしていません。 

LSI Embedded MegaRAID ™の RAID 10では、論理ドライブ(バーチヤルディスク)のサイズを 
指定することができないため、増設用 2 TBU 上の八ードディスクをご使用の場合、論理ドライ 
ブのサイズが約 4 TBt (上となります。 

しかし、 0 S をインストールする論理ドライブは、 0 S の制限により 2 T 巨までしか使用できない 
ため 、 LSI Embedded MegaRAID ™ をご使用の場合、増設用 2 TBW 上の八ードディスクでの 
RADIO はサポートしていません。 

なお、増設用 2 TBW 上の八ードディスクをご使用になり、 EXPRESSBULDER を使用したシー 
ムレスセットアップで LSI Embedded MegaRAID ™ の RADIO を構築しようとした場合、 
下の画面が表示され、シームレスセットアップは終了します。 



オンボードの RAID コント□—ラのコンフイグレーシヨン 


本体装置のオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を使用して、内蔵 
のハードディスクドライブを RAID システムとして使用する方まについて説明します。 

J \- ドディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最小必要台数じ(上の八 ー ドディスクドライブを取り付けてく 
ださい。取り付け手順については、「八ードディスクドライブ」 （202 ページ）を参照してくだ 
さい。 


取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
し、。また、 RAID 1を構築する場合は、同じ容量の八ードディスクドライブを 
使用することをお勧めします。 















292 RAID システムのコンフィグレーション 


RAID システムの有効化 

取り付けた八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID システムの 
八ードディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、マザーボードの設をを変更してください。 



BTO で RAID システムを構築した状態で出荷されている場合は、 RAID システム 
が有効に設をされています。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取り外さ なし、 

プラグを巧かずに取り扱わない 



A ミち意 



AA 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

1人で持ち上ばない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 
戸:己;ちき 

ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


1 . 2日日ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出すに日日ぺージ参照)。 

3. トップカノく一を取り外すに日1ぺージ参照)。 

4. ライザーカードを取り外す （227 ページ参照)。 
日.ジャンノ くスイッチの位置を確認する。 
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6. ジャンノ くスイッチの設定を変更する。 



バックプレーンボード 
3.5 型八ードディスクドラ 

イブモデル _ 

「-…胃固五 固图回「---^,圍 图回 


バックプレーンボード 
2. 己型八ードディスクドラ 
イブモデル 



前面側 


CD C - Do 回回 ^ 回回 0 1=~~ =1 回圓 C 3 I 回回 1 1 I 〇 〇 



背面側 


7. 取り外した部品を元に組み立てる。 


ジャンパの設をを変更したら 、 BIOS SETUP ユーティリティで内蔵八ードディスクドライブ 
を RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させます。 

「 Advanced 」 メニューの一 「Peripheral Configuration 」 一に ATARAID 」 が 「 Enabled 」 に 
なっていることを磕認してください （ rSATARAD 」 は 「Set Up Menu 」 から変更できませ 
ん。化荷時の設定は 「 Disabled 」 です）。 

詳しくは「システム巨 IOS のセットアップ （ SETUP )」（252 ぺージ）を参照してください。 


設定を変更したら 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID システムを構築します。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティ ングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレー 
ティ ングシステムのインス 卜ールまで切れ目なく自動で行うことができます。 
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RAID システム管理ユーテイリテイの起動と終了 

オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) の管理ユーテイリテイは、 LSI 
Software RAID Configuration Utility です。 


\TW] 

ユーティリティの起動 

1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、く Esc > キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 

Press <F2> to enter Setup or Press <F12> to Network 

2. POST 画面で、 lil 下の表示を確認したら、く Ctrl >+ く M > キーを押す。 

LSI Mega RAID Software RAID BIOS Version A . O 9.07211059 R 

LSI SATA RAID Found at PCI Bus No:xx Dev No:xx 

Device present at port x xxxxxxxx xxxMB 

Press Ctrl-M on Enter to run LSI Software RAID Setup Utility . 

ユーティリティが起動し、 W 下に示す TOP メニューを表示します。 


このコンフイグレーシヨンユーテイリテイは 本 装置でサポートしている 
ESMPRO / ServerManager のリモートコンソール機能では動作しません。 


胃"〇 < ctrl >+ く M > キーを巧し忘れてしまったり、杉下の画面び表示されずに進んで 
Bfca しまつた場台は、再起動してく Ctrl >+ く M > キーを巧してください。 


MegaRAID Confi 卽 ration Utility TOP メニユ ー (Management Menu ) 画面 



W 降の操作については、「メニューツリー」に95ページ）と「操作手順」に97ペー 
ジ）を参考に操作およびを種設ををしてください。 
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ユーテイリテイの終了 

ユーテイリテイの TOP メニューで < Esc > 羊一を押します。 
磕認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


円 ease Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、く Ct 「 l >+ く Alt >+ く Del > 丰一を押します。再起動します。 


メニユーツリー 

◊:選択•実行パラメータ•：設定パラメータ-:情報表示 
♦:バーチャルドライブ生成後設定（変更）可能 


メ ニユー 

説明 

◊Configure 

Configuration 設定を行う 

◊Easy Configuration 

Configuration の設定(固定值使用） 

◊New Conriguration 

Configuration の新規設定 

◊View/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

◊Clear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するバーチャルドライブを選択する 

◊Initialize 

バーチャルドライブ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

RAID コント□ーラ設定 

◊Sel. Adapter 

アダプタの選択 

参 Rebuild Rate 

30 

参 Chk Const Rate 

30 

参 FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

参 Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

参 Cont on Error 

Yes 

参 Fast hit 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

参 Factory Default 

デフォルト値(こ設定 

◊Virtual Drive 

バーチャルドライブ操作 

◊Virtual Drives 

バーチャルライブの選択(複数バーチャルドライブがを在） 

^Initialize 

バーチャルドライブの初期化 

◊Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チエック 

◊View/Update Parameters 

バーチャルドライブ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SIZE 

バーチャルドライブの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 
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メニユー 

説明 

- #Stripes 

バーチャルドライブを構成している八ードディスクドライブ 
数を表示 

- State 

バーチャルドライブの状態表示 

- Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

- Read Ahead 

リードアへ、ソドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホ、ソトスペアディスク(こ設定 

◊Force Online 

ディスクを強制的(こオンラインにする 

◊Change Drv State 

ディスクを強制的にオフラインにする 

◊Drive Properties 

八ードディスクドライブ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チエック 
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操作手順 

Configuration の新規作成/追加作成 



1. ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニュ ー（Mana 呂 ement Menu ) より、 l"Confi 呂 ure」-►「New 
Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 


wO • 「New Configuration 」 で Confi 呂 uration を作成の場合、既存のコン 
置 a フィ グレーシヨ ン情報びクリアされます。既存のコンフィ グレーシヨ ン 

情報に追加作成の場合は、 rview/add Confi 呂 uration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Confi 呂 uration 」 ではパ'—チャルドライブ容量の設定びできませ 

ん 。 [New Confi 呂 uration 」 か 「 View/Add Configuration 」 で作成 
して < ださい。 
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3. 確認のメッセージ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEV に E が開始され個面下にス羊ヤンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、スペー 
スキーを押す。 


八ードディスクドライブが選択されます（選択八ードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から 「 ONUN 」 になります)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



日.く FI 日 > キーを押して 、 Select Configurable Array ( s ) を設定する。 
6. スぺースキーを押す。 

SPAN -1 が設をされます。 


Select Comigurable Array(s) 



— A-0 — 

SPAN-1 
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7. く F 1日>キーを押してノくーチャルドライブの作成を行う。 

「Virtual Drives Configure 」 画面が表示されます。（下國は、八ードディスクドライ 
ブ2台、 RAID 1 を例にしています） 


- Virtual Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Virtual Drive 。 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、 に口311」を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID 0 

1 

RAID 1 


パックを組んだ HDD の数によって選択巧能な RAID レベルが変わります。 

に） 「 Size 」 ：バーチャルドライブのサイズを指定しまず。オンボードの RAID コント 
□ーラは最大8個のバーチャルドライブが作成できます。 

(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライトス ルー 

〇。*1 

ライトバック 


* ^ 推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を ron 」 としており 
ます。突然の電源断でキャッシュデータを消失する場合 
がありますのでごミ主意ください。なお 「 Off 」 へ変更し 
た場合は性能がおよそ50% J ： 又下にほ下します。 

(4 )「RAJ : Read Ahead の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを巧わない 

On 

先読みを行う 
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(5) に pan 」 ： Span 設定を行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN = N 0 

Span 設定を行わない 

SPAN=YES 

Span 設定を巧う 


SPAN 実行時は、パックを組む時に図の樹こ2組上の同ーパックを作成しま 
す。 


RAID1®SPANO®^ 



9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter 〉 キーを押す。 

バーチヤルドライブが生成され 、 「Virtual Drive Configured 」 画面にパーチヤルド 
ライブが表示されます。 


1日.パ'-チャルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を減ブ、に ave 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Confi 呂 uration のセーブ完了メッセージが表示されたら、 < Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より「日 bjects 」-► [Virtual DriveJ -► [ View/Update 
Parameters 」 を選択してパ'—チャルドライブの情報を確認する。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. rvi け ual Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行うパ'-チャルドラ 
イブに力ーソルををわせ、スぺースキーを押す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

15. パ'-チャルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押し口 nitialize を行う。 

実行磕認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

[Initialize Virtual Drive Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みのパ'-チャルドライブに巧して、整合性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」 （303 ページ）を参照して<ださい。 

17. く Esc > キーで T 日 P メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


W -0 1" コンフィグレー シ ヨンの 作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
■ra ください。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. T 日 P メニューより、 FRebuildJ を選択する。 

「Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD に力ーソルを合わせ、スぺースキーで選択する。 

八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が反転します。 

日. A - ドディスクドライブの選択が完了したら、く F 1日>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


PORT# 
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ホットスペアの設定 



1 . ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. T 日 P メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 を選択する。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブにカーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

日 . 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

八ードディスクドライブの表示が、 「 H 0 TSP 」 に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



^ • ホ、ソトスペアの設定を取り消す(こは、 rObje な S」 一 「Physical Drive」 

I チェック I 一 「Port #X」 一 「Change Drv State」 を選択します。 

参 ホ、ソトスペア用八 ー ドディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、 

CH 番号/ ID 番号がルさい八ードディスクドライブか6順にリビルドが実 
施されます。 


整台性チ王ック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する。 

「Virtual Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整を性チェックを行 ラバー チャルドライブにカーソルををわせ、スペース キーを 押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

4. バーチャルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して、整合性チェックを行う。 
日.確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

「Check Consistency ProgressJ 画面のメータ表示が10096になったら、整合性 
チェックは完了です。 
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目.く Esc > キーで T 日 P メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


コンフイグレーシヨンの作成を行った喊ま、必ず、整合性チェックを実行して 
<ださい。 


その他 

(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「 Configure 」 一 
「Clear Configuration 」 を選択します 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID コン 
卜□ーラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID コント日ーラのずべてのチヤネルのコンフィ 
グレーシヨン情報がクリアされます。 




RAID コント□-ラと八ードディスクドライブのコンフィグレーション 
情報が異なる場合、 （ RAID コント□-ラ不具合によるを換時外 ) RAID 
コント□ーラのコンフィグレーション情報を選んだ場合、コンフィグ 
レーションが正常に行えません。その場合には 、 「Clear Configuration 」 
を実施して、再度コンフィグレーションを作成してください。 

バーチヤルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできませ 
ん 。 Universal RAID Utility を使用してください。 


(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンラインじすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 ーハードディスクドライブ選択一 「Force Online 」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「 Adapter 」 一!" Sel . Adapter 」 一 「Rebuild Rate 」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設を巧能。デフオルト值馈定推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

八ードディスクドライブの情報を磕認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 [Physical Drive 」 
「Drive Properties 」 を選択。 


* 八ードディスクドライブ選択- 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後 、 LSI Embedded MegaRAID ™ のコンフィグレーシヨン、 
および、管理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき 
点について説明します。 


用語の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語が異なり 
ます。 

じ(下の表を元に用語を読み替えてください。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の用語 

Universal RAID Utility の用語 

RAID ビューァ 

raidcmd 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 



raidcmd は Universal RAID U 川 ity が提供するコマンドです。詳細については 
Universal RAID Utility Ver 2.3 ユーザーズ ガイ ドを参照してくださし、。 


管理番号の差分について 

RAID コント□—ラのを情報の番号は 、 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal 
RAID Utility では表示が異なります。下の表を参照してください。詳細については Universal 
RAID Utility Ve 「2.3 ユーザーズガイドを参照してください。 


項目 

管理番号 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 

Universal RAID Utility 

Adapter (RAID コント□ーラ） 

0 か 6 始まる数字 

1か6始まる数字 

Virtual Drive (論理ドライブ） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 

Array (ディスクアレイ） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 

Physical Drive (物理デバイス） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 
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バックグランドタスクの優先度 （ Rate ) の設定値の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility では、バックグランドタスク（リビルド、パト □— 
ルリード、整合性チェック）の優先度を数値で設定、表示しますが 、 Universal RAID Utility 
は、高、中、低の3つのレベルで設を、表示します。 W 下の対応表を参照してください。 

優先度とは RAID コント□ーラが処理中のプ□セスに対してバックグランドタスクの処理が占 
める割合を示したものです。 


LSI Software RAID Configuration Utility の設定値と Universal RAID Utility で表示される値の対応表 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 （％) 

Universal RAID Utility 
で表示される値 


1己〜100 

高 ( High ) 

リビルド優先度 

8〜14 

中 ( Middle ) 


〇〜7 

做 Low ) 


1己〜100 

高 ( High ) 

パト □ ールリード優先度 

8〜14 

中 ( Middle ) 


〇〜7 

做 Low ) 


1己〜100 

高 ( High ) 

整合性チ: L 、 ソク優先度 

8〜14 

中 ( Middle ) 


〇〜7 

做 Low ) 


Universal RAID Utility の設定値と LSI Software RAID Configuration Utility で表示される値の対応表 


項目 

Universal RAID Utility 
還択レベル 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 （％) 


高 ( High ) 

20 

リビルド優先度 

中 ( Middle ) 

10 


做 Low ) 

5 


高 ( High ) 

20 

パト□ールリード優先度 

中 ( Middle ) 

10 


做 Low ) 

己 


高 ( High ) 

20 

整合性チ： L 、 ソク優先度 

中 ( Middle ) 

10 


做 Low ) 

己 



• LSI Software RAID Configuration U 川 ity では、バックグラウンドイニシャ 
ライズの優先度が設をできますが、 Universal RAID U 川 ity では設をでき 
ません。 

• Universal RAID U 川け y は、初期化処理 ( フルイニシャライズ ) の優先度が 
設をできますが、本製品では未サポートのため設をできません。 





























